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力を求めて祈る 

 

世の中にはたくさんの情報があふれています。その多くは不

正確ですが、一部は真実です。しかし、真実の範囲内であ

っても、わたしたちが最も真剣に注意を払うべきものは何で

しょうか。わたしたちは何について考えるべきでしょうか。わた

したちの創造主は、この終わりの日にわたしたちが知って共

有すべき明確なメッセージを持っておられます。そして、この

毎年恒例の祈祷週は、わたしたちが一緒にこのことに集中

する絶好の機会です。この一年、主はわたしたちを非常に

祝福してくださいました。わたしたちは今も、このイベントに参

加する貴重な機会を得て生きています。 

「貴重な真理の宝石は表面の下側にあり、探究する時間

はみな十分に報われるだろう。キリストの福音の原則を心

に蓄え、神の言葉の隠された富を、労を惜しまず探しなさ

い。全天は、人間がエホバの教えと約束をどう扱うかを見守

っている。」  (ﾚﾋﾞｭｰ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍﾗﾙﾄﾞ1889年12月3日) 

「神の言葉の中には尊い真理が多く含まれている。しかし、

群れが今必要としているのは『現代の真理』である。」（初

代文集137） 

「終わりの時代のためのメッセージ」という主題の読み物

を読んでいくとき、わたしたちの信仰は豊かに報われるでしょ

う。これらの朗読から得られる大きな祝福を、遠隔地に一

人でいる人や家から出られない人たちにも分かち合い、また

次の日を覚えていましょう。 

 

断食を伴う祈り： 12月14日（安息日）、 

ミッションへの提供：12月15日（日） 

 

この祈祷週のあいだに、このメッセージに従って生き、後の

雨の力で聖霊を受けることを熱心に求めているすべての

人々の心からの願いに、主が恵み深く応えてくださいますよ

うに！ 

  

セブンスデー・アドベンチスト改革運動の公式教会出版物 
世界で最も欠乏しているものは人物である。それは、 売
買されない人―（教育54） 
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編集記 

終わりの時代のためのメッセージ 

 

次の場面を思い浮かべていただきたい。聖霊は初

代教会の上に、前の雨の豊かな力によって注がれま

した。ペテロとヨハネは宮の門にいて、そこでペテロはナ

ザレのイエス・キリストの名において、生まれつき足の

不自由な男に立ち上がって歩くように命じました。彼

が男の手を取ると、男は歩き始め、跳びはね、神を賛

美しました。 

もちろん、この奇跡的な出来事は人々の間で騒動

を引き起こします。なぜなら、彼らは、この人が座って

施しを乞うていた人だと知っていたからです。ここでペテ

ロは、アブラハム、イサク、ヤコブの神にすべての栄光を

帰し、聖者、命の君について彼らに説明します。彼は

、足の不自由な人がイエスの名によって、イエスを強く

信じるようになったことを明らかにし、それからペテロは、

彼らがローマ当局の前で主を否定し、神の油注がれ

た者よりも殺人者（バラバ）を選んだという現実を大

胆に宣言します。そして、彼は、彼らが無知のためにこ

の罪を犯したと述べ、さらには、キリストの苦しみは預

言の成就であったことを明らかにします。 

しかし、彼らは今、この点について何をすべきでしょ

うか? 次の言葉が響き渡ります: 

「だから、自分の罪をぬぐい去っていただくために、

悔い改めて本心に立ち返りなさい。それは、主のみ

前から慰めの時がきて、あなたがたのためにあらか

じめ定めてあったキリストなるイエスを、神がつかわし

て下さるためである。このイエスは、神が聖なる預言

者たちの口をとおして、昔から預言しておられた万物

更新の時まで、天にとどめておかれねばならなかっ

た。」（使徒行伝3:19–21） 

 

なぜこれが終わりの時代のためのメッセージなのか? 

文脈から判断すると、この宣言は明らかにキリストの

昇天直後になされたものです。しかしキリスト教徒に

はその時から先におこる出来事の時系列があります。 

1．悔い改めなさい―今 

2．改心しなさい―今 

3．あなたの罪（あなたの名前ではなく）がぬぐい去

られるように。 

4. いつか? 

キリストの再臨前の調査審判の時、慰めの時、

すなわち後の雨の力を持つ聖霊が限りなく注が

れる時である。 

5．その後、天はイエス・キリストを遣わす。なぜもっと

早くならないのだろうか。イエスは、イエスの道徳

律のあらゆる原則が人々の心に回復されるまで

、つまり、イエスを心から完全に受け入れてイエス

の意志に従う人々の心に回復されるまで、天の

宮廷に留まるのである。 

「変貌の際、イエスは父によって栄化された。わたした

ちはイエスがこう言うのを聞く。『「今や人の子は栄光を

受けた。神もまた彼によって栄光をお受けになった。』

このように、イエスは裏切られ十字架にかけられる前に

、最後の恐ろしい苦しみに備えて強められた。キリスト

の体の肢体が最後の闘争の時期、つまり『ヤコブの苦

難の時』に近づくにつれ、彼らはキリストへと成長し、

彼の霊を大いに受けるだろう。第三のメッセージが大

いなる叫びにまで高まり、最後の働きに大いなる力と

栄光が伴うにつれ、神の忠実な民はその栄光にあず

かるだろう。苦難の時を乗り切るために彼らをよみがえ

らせ、強めるのは後の雨である。彼らの顔は第三天

使に伴う光の栄光で輝くだろう。」 1 

今は、イエスが来られるべき時でしょう。はい、確かにそ

うです！わたしたちはどのように準備できるでしょうか。

使徒行伝3:19－21に書かれている過程は明白で

す。この祈祷週のあいだに終わりの日のメッセージを深

く没入し、勤勉に心に当てはめていきましょう！ 

引用： 

1 教会への証1巻353
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2024年12月6日金曜日 

  特別な神のメッセージ 
エレン・G・ホワイトの著作から編集 

 

 

キリストの来臨のための準備 

親愛なる兄弟姉妹がた、 

われわれは、キリストが間もなく来られることと、わ

れわれは、罪の世界に伝えるべき最後のあわれみ

の使命を持っていることを、心から信じているだろう

か。われわれの模範は、正しいものであろうか。わ

れわれは、自分たちの生活と聖い行状とによって、

われわれの卑しいからだをご自身の栄光のからだと

同じかたちに変えてくださるわれわれの主、救い主

イエス・キリストの輝かしい出現を待ち望んでいるこ

とを、周囲の人々に示しているだろうか。われわれ

は、これらのことを十分に信じ、理解してはいない

のではないかと思う。われわれが宣言している重大

な真理を信じる者は、その信仰を実行しなければ

ならない。娯楽やこの世に心を向けさせる物の追

求が多すぎる。心は、衣服のことに奪われ過ぎ、

舌は、軽率でつまらぬ話をしすぎて、われわれの公

言が偽りであることを示している。 

天使たちは、われわれを守り保護している。われわ

れは、たびたびつまらぬ会話をしたり、むだ話しや

冗談を言ったり、また、不注意で愚かな状態に陥

ったりして、天使たちを悲しませることがある。時に

は、勝利を得ようと努力して、勝利することもある

が、もしもわれわれがそれを持続させずに、同じよ

うな不注意で無関心な状態に陥って、誘惑に耐

えられず、敵に抵抗することができないならば、わ

れわれは、黄金よりも尊い信仰の試練に耐えるこ

とができない。われわれは、キリストのために苦しん

でおらず、患難をも喜んでいないのである。 

クリスチャンの勇気と原則に従って神に仕えること

が、大いに欠けている。われわれは、自分を喜ば

せ満足させることを求めないで、神に栄誉と栄光

を帰し、われわれのなすこと言うことがすべて、ただ

神の栄光のためでなければならない。もしわれわれ

の心が、次の重要な言葉に深い感動をおぼえ、

常にそれを心に留めているならば、われわれは、そ

うたやすく誘惑に陥ることはなく、われわれの言葉

は、少なく、よく選ばれたものとなるであろう。「彼は

われわれのとがのために傷つけられ、われわれの不

義のために砕かれたのだ。彼はみずから懲らしめを

うけて、われわれに平安を与え、その打たれた傷に

よって、われわれはいやされたのだ」「人はその語る
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無益な言葉に対して、言い開きをしなければなら

ないであろう」「あなたは…わたしを見ていられる」。 

われわれは、こうした重要な言葉を思い、あわれな

われわれ罪人が、ゆるされてイエスの尊い血によっ

て神に贖われるために、イエスが苦しまれたことを

思いおこすときに、われわれは、神に強く心を動か

されて、われわれのためにこのように苦しみを耐え

忍ばれたかたのために苦しむことを、熱心に願い求

めずにはおられなくなる。もしわれわれが、このよう

なことを常に心に留めているならば、自己は、その

誇りとともに低められて、その代わりに、他人の譴

責にも耐えて、軽々しくいきどおらない、幼児のよう

な単純さが与えられる。わがままな精神は、心を

支配しなくなる。1 

 

機会を大切に 

われわれを正しい状態にするために、われわれ

のためにどれだけのことがなされたかを、わたしが

自覚するときに、わたしは、ああ、神のみ子は、

われわれ哀れな罪人のために何という愛、何と

驚くべき愛をもたれたのだろうかと叫ばざるを得

ない。われわれの救いのために、できる限りのこ

とがなされているときに、われわれは、何も感じ

ず、無関心であってよいだろうか。全天は、われ

われに関心を持っている。われわれは目をさま

し、高くあげられたおかたに、栄誉と栄光を帰し

て、あがめなければならない。われわれの心は、

われわれにこのように豊かな愛とあわれみを示さ

れた神に対して、愛と感謝にあふれなければな

らない。われわれは、自分たちの生活によって、

神をあがめ、われわれの清く聖なる行状によっ

て、われわれが上から生まれたものであることを

示し、この世は、われわれの故郷ではなくて、わ

れわれは、ここではよりよい国にむかって旅をし

ている旅人であり寄留者であることを、示さなけ

ればならない。 

キリストの名を唱え、彼が速やかに来られることを

待望していると主張する人々の多くは、キリストの

ために苦しむことが何であるかを知らない。彼らの

心は、恵みによって和らげられず、自己に死んでい

ないことが、しばしば、いろいろな点であらわれる。

それと同時に、彼らは、試練に会っていると言って

いる。しかし、彼らの試練の主な原因は、和らげら

れていない心であって、それが利己心を敏感にし、

しばしば傷つくのである。もしこのような人々が、キ

リストの謙遜な弟子、真のキリスト者になることが

何であるかを自覚したならば、熱心に働き始め、

正しい出発をすることだろう。彼らは、まず、自己

に死んで、常に祈り、心のすべての欲情を制する

であろう。兄弟がた、自信と自己満足を捨てて、

柔和な模範のおかたに従っていただきたい。イエス

を常に心に宿して、彼をあなたの模範とし、彼の

足跡に従っていかなければならない。信仰の導き

手であり、またその完成者であられるイエスを仰ぎ

見つつ、走ろうではないか。彼は、自分の前におか

れている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架

を忍ばれた。彼は、罪人らの反抗を耐え忍ばれ

た。彼は、われわれの罪のために、傷つき、裂か

れ、打たれ、苦しめられ、ひとたびほふられた柔和

な小羊であった。2 

 

特権以下の生活 

わたしたちは、神がわたしたちになってほしいと望ん

でおられる民の状態から程遠い。なぜなら、おどろ

くほど明らかにされた神の真理と目的に調和して、

魂を高め、品性を精練していないからである。「正

義は国を高くし、罪は民をはずかしめる。」（箴言

14:34）罪は混乱を引き起こすものである。個

人の心、家庭、教会など、罪が大切にされている

ところはどこでも、無秩序、争い、不和、敵意、妬
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み、嫉妬が生じる。なぜなら、人と神の敵が心を

支配する力を持っているからである。しかし、真理

を擁護すると同様に、それを愛し、生活に取り入

れるなら、その人は罪を憎み、世界に対してイエス

・キリストの生きた代表者となるだろう。 

真理を信じると主張する人々が非難されるのは、

彼らが光を持っていなかったからではなく、彼らが偉

大な光を持っていたにもかかわらず、神の偉大な

道徳的正義の基準のテストに心を向けなかったか

らである。真理を信じると主張する人々は、それを

実践することによって高められなければならない。

真の聖書の宗教は、命を生じ、品性を洗練し、

高貴にし、ますます神の型に似たものにしなければ

ならない。そうすれば、家庭は神への感謝と賛美

の祈りで声高らかに語る。天使は家庭で奉仕し、

礼拝者を祈りの家に連れて行く。 

真理を信じていると主張し、神の律法を擁護して

いる教会は、その律法を守り、すべての悪から離

れなければならない。個々の教会員は、悪を実践

し、罪にふける誘惑に抵抗すべきである。教会は

、悔い改め、謙遜、心の深い探求によって、神の

み前に精練のはたらきを開始すべきである。なぜ

なら、わたしたちは、贖罪の日の本体―永遠の結

果を伴う厳粛な時―にいるからである。 

真理を教える人たちは、イエスにある真理をそのま

ま示すべきである。神の真理の従わせ、聖化し、

精錬する影響のもとで、彼らは清い器となる。彼ら

に聖書の宗教というパン種をもってふくらむなら、彼

らから世界になんという影響が及ぶことだろう。個

々の教会員が純粋で、揺るぎなく、動かされず、

いつもイエスの愛に満ちているようにする必要があ

る。そうすれば、彼らは世の光となるだろう。群れの

見張り人また羊飼いとして立っている人たちは、厳

粛な真理を宣言し、あらゆる人々、国民、国語に

警告の音を響かせるべきである。彼らが、自分た

ちが擁護する真理の生きた代表者となり、その要

求への厳格かつ聖なる遵守によって神の律法を

尊び、純粋で聖なる状態で主の前に歩む必要が

ある。そうすれば、真理の宣言には力が伴い、どこ

にでも光を反射するだろう。 

 

神の霊を悲しませること 

神は、人々が神を見捨てるまで、決して民や個

人を見捨てない。神の戒めを守っている神の民の

信仰を、外部からの反対が弱めることはない。純

粋さと真理を実践することを怠ると、神が祝福なさ

るために彼らの中におられないので、神の御霊を

悲しませ、彼らを弱める。内部の腐敗は、エルサレ

ムで起こったように、この民に神の非難をもたらす。

ああ、他の人に説教する人々が自分自身捨てら

れることがないようにと、嘆願の声、熱心な祈りが

聞こえるように。兄弟たちよ、わたしたちは自分た

ちの前に何があるのか分からない。わたしたちの唯

一の安全は、世の光に従うことである。いにしえの

世界、ソドムとゴモラ、古代エルサレムに神の怒り

をもたらした罪がわたしたちの罪とならなければ、神

はわたしたちと共に、わたしたちのために働いてくだ

さる。 

神の律法に対するほんのわずかな違反でも、違

反者は罪をもたらし、真剣に悔い改めて罪を捨て

なければ、その人はたしかに背教者となる。… 

わたしたち国民は、できる限り、道徳的汚れと罪を

悪化させるものから浄化されるべきである。正義の

道徳基準を高めていると主張する人々に罪が迫

っているとき、どうして神がその力をわたしたちのため

に向け、義を行った民としてわたしたちを救ってくれ

ると期待できるだろうか . . .わたしたちが信仰を

保たず、神の戒めを筆と声で主張するだけでなく、

それをすべて守り、一つの戒めも故意に破らないの

でなければ、弱さと破滅がわたしたちに降りかかる
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だろう。それは、わたしたちのそれぞれの教会におい

て、わたしたちが取り組まなければならない事柄で

ある。すべての人がクリスチャンでなければならない

。 

 

罪を捨て去る 

誇りという罪を捨て、余分な服装をすべて克服

し、伝道地における神の働きを支えるために使わ

れるべきお金を差し控えた、神に対する横暴な強

奪行為を悔い改めなければならない。改革、真の

改心の働きを人々の前に示し、人々に促すべき

である。わたしたちの働き、ふるまいをこの時代の

働きと一致させ、「わたしがキリストに従うように、あ

なたもわたしに従いなさい」と言えるようにすべきで

ある。へりくだり、断食、祈り、罪の悔い改め、罪の

放棄によって、神の前にわたしたちの魂をへりくだら

せよう。 

真の見張り人の声が今、至る所で聞かれる必要

がある。「朝がきます、夜もまたきます。」（イザヤ2

1:12） 。ラッパは確かな音を発しなければなら

ない。わたしたちは主の準備の大いなる日にいる

からである . . .わたしたちの世界には多くの教義

が流布している。何千、何万と数えられる多くの宗

教が流布しているが、神の銘と印があるのは一つ

だけである。人間の宗教と神の宗教がある。わた

したちは永遠の岩に魂を固定しなければならな

い。神の世界におけるすべての物、人々や教義、

自然そのものは、神の確かな預言の言葉を成就

し、この世界の歴史における神の偉大な最後の

働きを成し遂げている。 

わたしたちは神の命令を待っていなければならない

。国家は中心から揺さぶられるだろう。神の唯一

の正義の基準、品性の唯一の確実な基準を宣

言する人々に対する支援は撤回されるだろう。そ

して、不法の者によって制定された安息日を高め

、神の聖日を無視するための国会の法令に頭を

垂れず、国の法律に従わない人々はみな、カトリ

ック教の抑圧的な力だけでなく、獣の像であるプロ

テスタント世界の抑圧的な力を感じるだろう。 

サタンは奇跡を起こして人を欺くために奇跡を行う

であろう。彼は、自分の力を最高のものとして打ち

立てるであろう。教会は今にも倒れそうに見えるが

、倒れることはない。教会は残り、シオンの罪人た

ちはふるい出される。貴重な麦からもみ殻が分け

られるのである。これは恐ろしい試練であるが、そ

れでも必ず起こらなければならない。小羊の血と

自分たちのあかしの言葉によって勝利を収めてき

た者だけが、罪の汚れやしみがなく、口に偽りのな

い、忠実で真実な者たちと共にいるだろう。わたし

たちは自分の義を捨て、キリストの正義に身を包

まなければならない。3  

神の民が自分の側で努力することなく、神の慰め

の時が自分たちにおとずれて、自分たちの悪を取

り除き、過ちを正すことを待っているなら、もし彼ら

が肉と霊の汚れから自分たちを清め、第三の天使

の大いなる叫びにたずさわるのにふさわしい者とし

てくれるために慰めの時をあてにしているなら、彼ら

は足りないことが見いだされることをわたしは示され

た。慰めの時、すなわち神の力は、神が命じる働

きをすることによって、すなわち、肉と霊のいっさいの

汚れから自分たちを清め、神を畏れて聖潔を完

成させることによって、そのために自らを備えてきた

人々にのみもたらされる。4 

 

キリストの義に身を包む 

真理に従うことによって魂を清める残りの民は、

試練の過程で力を集め、周囲の背教の中で神聖

さの美しさを示す。これらすべてについて、神は次

のように述べている。「見よ、わたしは、たなごころに

あなたを彫り刻んだ」（イザヤ49:16）。それらは
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永遠不滅の記憶の中に保持される。わたしたちは

今、信仰を、生きた信仰を求めている。わたしたち

は罪人の心に切り込む生きた証を持ちたいと思っ

ている。説教が多すぎて奉仕が少なすぎる。わた

したちは神聖な熱心さに欠乏している。わたしたち

には真理に対する精神と熱意が必要である。牧

師の多くは、自らの品性上の欠点によって半ば麻

痺している。彼らには神の改心の力が必要であ

る。 

アダムが堕落する前に神が彼に要求されたのは

、神の律法に対する完全な服従であった。神がア

ダムに要求した完全な服従、神の御目に欠点や

欠陥のない義を神は今、求めておられる。神の律

法が要求するすべてを神に捧げることができるよう

、神がわたしたちを助けてくださるように。キリストの

義を日々の実践に持ち込む信仰がなければ、わ

たしたちはこれを行うことはできない。 

親愛なる兄弟たちよ、主が来られる。思いと頭

を上げて喜びなさい。ああ、わたしたちは、この喜ば

しい知らせを聞き、イエスを愛していると主張する

人々が、言葉にできないほどの喜びと栄光に満た

されるだろうと思う。これは、すべての魂を感動させ

る良い、喜ばしい知らせであり、わたしたちの家庭

で繰り返し伝えられ、道で出会う人々に伝えられ

るべきものである。これ以上に喜ばしい知らせが伝

えられるだろうか。信者や不信者との口論や論争

は、神がわたしたちにお与えになった仕事ではない

。 

もしキリストがわたしの救い主であり、わたしの犠

牲であり、わたしの贖罪であるなら、わたしは決し

て滅びない。このお方を信じることで、わたしは永

遠の命を得る。ああ、真理を信じるすべての人が、

イエスを自分の救い主として信じるように。わたしが

言っているのは、行いによって支えられていない安

っぽい信仰ではなく、神の子の肉を食べ、血を飲

む、真剣で、生き生きとした、不変の信仰である。

わたしは神の聖なる律法に対する違反をゆるされ

るだけでなく、神の顔の太陽の光の中に引き上げ

られたいのである。単に天国に入れてもらえるだけ

でなく、十分に入りたいのである。 

 

救いはキリストとの結合である 

特別な民、聖なる国民であるわたしたちは何故

、神がわたしたちに示してくださった言い表せないほ

どの愛に無感覚なのだろうか。救いとは、バプテス

マを受けることでも、教会の名簿に名前を載せるこ

とでも、真理を説くことでもない。救いとは、イエス・

キリストとの生きた結合、心を新たにすること、信

仰と愛による労働、およびキリストの業を忍耐、柔

和、希望をもって行うことである。キリストと結合し

たすべての魂は、周囲のすべての人々にとって生き

た宣教師となる。キリストは近くの人々や遠くにい

る人々のために働く。キリストには分派的な考えは

なく、ご自身が統括する仕事における一つの部門

のみを築き上げることに関心はない。人々は、すべ

ての部門を強くすることに関心を持って働くべきで

ある。そこでは、自己愛や利己的な関心は存在し

ない。み事業は一つであり、真理は偉大な全体で

ある。 

真剣に、案じる心をもって次のように質問してみる

とよい。「妬みを心にいだいていないか。嫉妬が心

の中に居場所を見つけるのが許されていないだろ

うか」。もしそうなら、キリストはそこにおられない。

「わたしは神の律法を愛しているだろうか。わたしの

心にはイエス・キリストの愛があるだろうか。」キリス

トがわたしたちを愛してくださったように、わたしたち

が互いを愛するなら、わたしたちは平和と安息の

祝福された天国への準備を整えているのである。

一番になろうとしたり、優位に立とうと争う必要は

ない。すべての人が隣人を自分と同じように愛する



9 

 

のである。ああ、神がわたしたちの教会の理解力を

開き、個々の会員を目覚めさせることによってわた

したちの教会の心に語りかけてくださるように。…  

シオンで安楽に暮らしている人々は、目覚める必

要がある。真理を担いながらも、魂に対して重荷

を感じない彼らの責任は重大である。ああ、真理

を告白する男女が目覚め、キリストのくびきを負い

、キリストの重荷を取りあげ、このお方の荷を負うよ

うに。名ばかりの関心ではなく、キリストのような関

心、利己的でない関心、困難にも弱まることのな

い、あるいは不義がはびこっても冷めることのない

強い情熱を持つ人々が求められている。. . . .  

わたしたちは永遠の世界のまさに境界線上に立っ

ている。この働きには、都合の良い時だけキリスト

教徒になろうとする者は必要とされない。感傷的

で趣味の良い宗教は、この時代には不要である。

わたしたちの信仰と真理の宣言には、熱意がもた

らされなければならない。わたしはあなたに言う、新

しい命が、これまでわたしたちが認識したことのない

力で、悪魔の機関から働き始めている。上からの

新しい力が神の民をとらえないのであろうか。真理

は感化力において聖化しながら、人々に強く訴え

られなければならない。神に熱烈な嘆願、神への

苦悩の祈りが捧げられなければならない。そうする

ことで、わたしたちの民としての希望は、仮定では

なく、永遠の現実に基づくものとなるだろう。わたし

たちは、神の言葉の証拠によって、信仰の中にい

て天国に向かっているのか、そうでないのかを自分

で知る必要がある。品性の道徳的基準は神の律

法である。わたしたちはその要求を満たしているだ

ろうか。主の民は、自分の財産、時間、才能、そ

してすべての影響力をこの時代の働きに持ち込ん

でいるだろうか。起きようではないか。「このように、

あなたがたはキリストと共によみがえらされたのだか

ら、上にあるものを求めなさい。そこではキリストが

神の右に座しておられる。」（コロサイ3:1）3 

 

引用： 

1. 初代文集211、212 

2. 同上214、215 

3. ｾﾚｸﾃｯﾄﾞ･ﾒｯｾｰｼﾞ2巻377–380. 

4. 教会への証1巻619 

5. ｾﾚｸﾃｯﾄﾞ･ﾒｯｾｰｼﾞ2巻380–382 
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安息日2024年12月7日 

 

だから、熱心になって悔い改めなさい 
ダニエル・リー著 U.S.A. 

 

本物の悔い改めの性質 

はっきりさせなければならない最初の疑問は、本物

の悔い改めとは何かということです。第二に、安息日

を含む神の戒めをすでに守り、道徳的行為に関する

かぎり非の打ちどころのない生活を送っている人々は、

一体何を悔い改めることができるのでしょうか。 

神への信仰と、その実である罪に対する悔い改め

は、神との交わりの自然な結果であり、自動的にもた

らされます。神との積極的なつながりを通してのみ得ら

れる神のいつくしみ深さと義の啓示こそが、人々を悔

い改めへと導くのです（ローマ2:4）。この交わりの外

では、本物の悔い改めはありません。魂が神と対話す

ればするほど、神をより深く知るようになり、罪の確信

がより強くなり、悔い改めがより深く、より真剣なものと

なります。 

「イエスに近づけば近づくほど、そして、キリストのご品

性の純潔さが更にはっきり認められるようになればなる

ほど、ますます罪のひどい罪深さを明らかに見るように

なり、われわれ自身を高める気持ちはますます消えて

いく。魂は神を求めて絶えず手を伸ばし、罪の悲痛な

告白を絶えず、まじめにささげて、神のみ前に心を謙

虚にする。クリスチャン経験において一歩進むごとに、

われわれの悔い改めは深まる。」1 

エノクについては、「彼は、神とのつながりが親密にな

ればなるほど、自分の弱さと不完全さとを深く感じ

た。」2といわれています。 

悔い改めは人工的に作り出すことはできません。機

械的に考案したり、気まぐれな人間の感情のように生

み出すこともできません。それはただ聖霊が人の心の

琴線に触れ、その罪を自覚させる強い力で心を溶か

し、征服することです。そのときに本物の悔い改めが生

じます。罪に対する悲しみと悔い改めは、キリスト・イエ

スにおける神のご品性のすばらしさを心に絶えず印象

づける聖霊の働きに対する人間の自然で自動的な

反応です。信徒が絶えずイエスを仰ぎ見て、聖なる交

わりの友としてイエスに心を開くとき、すべての自己義と

想像上の善良さは剥ぎ取られ、魂の裸がさらけ出さ

れます。すると、彼の魂は自然に悔悟の念に頭を垂

れ、へりくだり、悔い改めるのです。 

 「神の栄光のただ一筋でも、あるいはキリストの純潔

のただ一ひらめきでも、人の心に照りこむとき、心の汚

れの一つ一つが痛々しいまでに、はっきりと見せられ、

人の性質の欠点、欠陥があますところなく示されるの

である。それは汚れた欲望、不誠実、汚れたくちびる

などをはっきりと見せるのです。罪人の目には、神の律

法を無視した不誠実な行いが、はっきりと見せられ、

人の心を探る神のみたまに打たれ苦しめられる。そし

て、キリストの純潔無垢のご品性をながめて、自分を

忌みきらうようになる。」3 

 

イザヤの悔い改め ― 

神の終末時代の教会の模範 

預言者イザヤが神殿で神の栄光を見たとき、彼は自

分自身の道徳的弱さと性格の不完全さの感覚に打

たれ、圧倒されました。預言者の絶望的な叫びは「わ

ざわいなるかな、わたしは滅びるばかりだ。わたしは汚

れたくちびるの者で、汚れたくちびるの民の中に住む者

であるのに、わたしの目が万軍の主なる王を見たのだ

から」だった（イザヤ6:5）。彼が聖所で人生を変え

るような神との個人的な出会いをする前は、他人の



11 

 

罪を叱責しようと動かされていました。「悪しき者はわ

ざわいだ、彼は災いをうける。その手のなした事が彼に

報いられるからである。」（イザヤ3:11）。「わざわい

なるかな、彼らは悪を呼んで善といい、善を呼んで悪

といい、暗きを光とし、光を暗しとし、苦きを甘しとし、

甘きを苦しとする。わざわいなるかな、彼らはおのれを

見て、賢しとし、みずから顧みてさとしとする。わざわい

なるかな、彼らはぶどう酒を飲むことの英雄であり、濃

き酒をまぜ合わせることの勇士である」（イザヤ

5:20-22）。 

預言者は神への熱意から、周囲に蔓延する不義

を非難する気持ちに動かされましたが、その霊的歩み

の段階では必ずしも自分の罪深さを悟っていたわけで

はありませんでした。神殿で神と運命的に出会うまで

、その預言者は、自分の思いと心に鮮明に刻み込ま

れた神の栄光と完全に対照的な自分自身の生活の

罪深さを理解していませんでした。その忘れられない

出会いの結果、「あなたは災いである」は「わたしは災

いである…」に変わりました。 

「イザヤは他人の罪を非難したが、今や自分が彼らに

宣告したのと同じ非難にさらされているのを認める。彼

は神への礼拝において冷たく生気のない儀式に満足

していた。彼は主の幻を見るまでこのことを知らなかっ

た。聖所の神聖さと威厳を目の当たりにした今、自分

の知恵と才能はどれほど小さく見えたことだろう。彼は

何と価値がなかったことだろう！神聖な奉仕に何とふ

さわしくなかったことか！彼の自信に対する見解は使

徒パウロの言葉で表現できるだろう。『わたしは、なん

というみじめな人間なのだろう。だれが、この死のからだ

から、わたしを救ってくれるだろうか。』4 

今日の神の残りの教会は、神の最高の敬意の対

象でありながら、神殿で神と個人的に出会う前の預

言者イザヤと同じように、自分たちの真の霊的状態に

ついて盲目です。神聖な真理の保管者としてのその

高い地位と、非難の余地のない態度は、残念ながら

、自分たちが実際よりも良い立場にいると考えるという

望ましくない影響を教会に生み出しました。彼女自

分自身の霊的な状態の評価は、次のように言われる

忠実なまことの証人の評価とは大きくへだたりがありま

す。「あなた自身がみじめな者、あわれむべき者、貧し

い者、目の見えない者、裸な者であることに気がつい

ていない。」（黙示録3:17）。本当に自分自身の

真の状態に気づいておらず、自信をもって次のように

叫ぶのです。「自分は富んでいる。豊かになった、なん

の不自由もない」（黙示録3:17）。神の民が自分

たちの考える善良さの大きさに騙されて、この勝利主

義的で自画自賛的な態度に溺れている限り、聖霊

は罪を自覚させることはできません。この有害な精神

状態を断固として取り除き、放棄しない限り、本物の

心くだけた悔い改めや罪の告白、そして神との真の交

わりはあり得ないのです。 

イエスの時代の律法学者とパリサイ人は、自分たちが

作り上げた自己義を誇りに思っていました。バプテスマ

のヨハネの「悔い改めよ、天国は近づいた」という呼び

かけは（マタイ3:2）、彼らに何の印象も残しません

でした。彼らに対する悔い改めの呼びかけは不快でし

た。アブラハムとの近い関係と、彼らの多大な功績指

向の改革、厳格な形式主義のおかげで高まった霊的

優越感に目がくらんで、彼らは救い主の必要も、へりく

だって自分の罪を告白する必要も、そしてもちろん悔

い改めの必要も感じませんでした。イエスは当時のこ

れらの自己欺瞞的な宗教の公言者たちを、「…外側

は美しく見えるが、内側は死人の骨や、あらゆる不潔

なものでいっぱいである」と述べられました（マタイ

23:27）。これらの人々は、外面的な規則や定めに

合わせることと、心から自然にわきあがる義を混同して

いました。彼らは、キリストの学校でのみ得られ、キリス

トとの絶え間ない交わりを通してのみ学べる、柔和さと

心の低さについて何も知りませんでした。 

ラオデキヤ教会へのメッセージの中に見いだされる「だ

から、熱心になって悔い改めなさい」という召し（黙示

録3:19）は、人気がないが、今日すべての教会員

が非常に真剣に受け止めなければならないものです。

わたしたちはラオデキヤの時代に生きています。したが
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って、この悔い改めへの呼びかけは現在の義務です。

この呼びかけに耳を傾けなければ、キリストの口から間

違いなく吐き出されます。それは、完全な拒絶の行為

です。預言者イザヤが神殿で神の栄光を見ながら経

験したような、自己否定、自己放棄、自己屈服は、

悔い改めへの呼びかけに耳を傾けた人々の生活の中

に見られるようになります。イザヤのように信仰によって

聖所で神に出会った人だけが、悔い改めに導く神の

慈しみ深さについて幾分か知る特権が与えられるので

す(ローマ人への手紙2:4)。 

「イザヤに与えられた幻は、終わりの日の神の民の状

態を表している。彼らには信仰によって、天の聖所で

進められている働きを見る特権がある。『天にある神

の聖所が開けて、聖所の中に契約の箱が見えた』。

彼らが信仰によって至聖所の中を見て、天の聖所に

おけるキリストの働きを知るとき、自分たちが汚れた唇

の民であることを知るようになる。つまり、その唇はしば

しば空しいことを語り、そのタラントは聖化されておら

ず、神の栄光のために用いられていない民である。彼

らが自分の弱さと無価値さを、キリストの栄光に満ち

たご品性の純粋さとうるわしさを比較し、絶望しても

当然である。しかし、彼らがイザヤのように、主が心に

与えようと意図された印象を受けるなら、彼らが神の

み前に魂をへりくだらせるなら、希望がある。約束の虹

が御座の上にかかっており、イザヤのためになされた働

きは彼らのうちになされるのである。神は悔い改めた心

からの嘆願に応えてくださる。」5 

 

贖罪の日、悔い改めの象徴 

イザヤが神殿で見た神の幻は、終わりの日における神

の民の経験の型です。信仰によって、彼らは至聖所

でイエスに従う特権を得ます。彼らがイエスと交わり、

聖所でのイエスの最後の働きを熟考するにつれ、彼ら

は自分たちの罪を記憶と記録の書から永遠に消し去

って下さるというイエスの偉大な愛を理解するようにな

る。彼らは、キリストの清らかさとは著しく対照的に、

自分たちの心の汚れと品性の醜さの程度をより明確

に認識するようになります。その結果、彼らの悔い改

めは大いに深まるのです。彼らは敷居と祭壇の間で

嘆息し、叫び、泣きます。彼らは自分の魂を悩ませ、

心の純潔さを真剣に嘆願します。 

「すべての人々は、天の聖所で行われている贖罪の

働きについて、もっと知的になる必要がある。この偉大

な真理が認められ、理解されると、それをつかむ人々

はキリストと調和して、神の偉大な日に立つために民

を備えるよう働き、その努力は成功するようになる。研

究、瞑想、祈りによって、神の民は、一般的な地上の

考えや感情を超えて高められ、キリスト及び、キリスト

の働き、すなわち天の聖所を民の罪から清めるという

偉大な働きと調和するように導かれる。彼らの信仰は

キリストと共に聖所に入り、地上の礼拝者たちは自分

たちの生活を注意深く見直し、自分たちの性格を偉

大な義の基準と比較するようになる。彼らは自分たち

の欠点を認めるようになる。」6 

 

明らかにされ、悔い改められるべき人間の罪深さの

全容 

悔い改めた信者であっても、自分の人生がどれほど罪

深いかを全く分かっていません。自分の犯した罪や違

反の重大さを自分の頭脳で認識することができない

のです。そのため、どんな日でも、悔い改めは決して十

分深いものとはなりません。何を悔い改めたらよいのか

分からないのです！毎日悔い改め告白しているもの

より、神の律法に負っている負債の方がはるかに大き

いことを悟りません。聖所の記録の書には、日々典型

的に悔い改め告白している罪よりはるかに多くの罪が

記されています。「すべての人の行為は、神の前で調

査され、忠実であったか不忠実であったかが記録され

ている。天の書物の中の各自の名の向かい側には、

恐るべき正確さで、すべての悪い言葉、利己的な行

為、義務の怠慢、隠れた罪、巧妙な偽善行為などが

記入されている。天からの警告や譴責をなおざりにし

たこと、時間を浪費し、機会を活用しなかったこと、善

きにつけ悪しきにつけ、及ぼした感化とその広範囲に
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わたる結果などがみな、記録天使によって記録されて

いる。」7 

まだ実際に犯されていない罪でさえも、天の書物に

記録され、裁きにおいて人々に不利な証言となるの

です。 

「神の律法は、外面的な行為だけでなく、感情や動

機にも及ぶ。それは暗闇に埋もれていたものに閃光を

当てて、心の秘密を明らかにする。神はすべての考え

、すべての目的、すべての計画、すべての動機をご存

知である。天の書物には、機会があれば犯されてい

たであろう罪が記録されている。神はすべての行いと

すべての秘密を裁かれる。」8 

 

理想的には、自分の罪深さがさらされ、明るみに出さ

れればされるほど、悔い改めの働きは深まることです。

残念ながら、改心にて生活に建設的な改革がもたら

されると、自分の人生の罪深さに対する理解はひどく

ゆがめられ、ぼやけてしまうこともあります。食事、服装

、気質、立ち居振る舞いに前向きな変化がもたらさ

れると、多くの人が（誤って）自分はますます義にか

なった人間になり、したがってますます罪が減ったと考

えるようになります。これこそ自己欺瞞そのものです。こ

れは、「自分は富んでいる。豊かになった、なんの不自

由もない」と言うラオデキヤの行き詰まりの本質そのも

のです。言うまでもなく、この罠に陥るのは多くの人が

認識しているよりもはるかに容易です。実際、認識も

認知もされていないかもしれませんが、これが教会の

多くの人々の状態です。これこそ、ラオデキヤについて

イエスが「あなたは知らないのか…」と叫ばれた理由で

す。 

 

結局のところ、この態度は嘆かわしいものであり、悔い

改めの度合いに大きく影響します。 

 

最終的な贖罪と清めに先立つ深い悔い改めの働き 

終わりの日において、神は、至聖所における神の最

後の奉仕において、神の子と密接に結びつく民をお持

ちになります。彼らは絶望の境地に至るまで、自分た

ちの人生の罪深さの程度を完全に理解するように導

かれます。彼らはキリストの比類のない魅力と比較し

てそれをはっきりと認識するようになります。そして彼ら

は聖霊に導かれて、今日の教会で非常に蔓延してい

るラオデキヤ人の考え方を捨て、深い魂の吟味と深い

悔い改めに特徴づけられた霊的浄化を経験します。

この経験はイザヤが経験したものと似ていますが、はる

かに激しく、はるかに持続的です。「魂を悩ませる」と

呼ばれるこの経験（レビ記 16:29; 23:27-

32）は、残りの教会を最終的な贖罪と清めに備える

ものです。 

「ヨシュアとみ使いに関するゼカリヤの幻は、贖罪の大

いなる日の、最後の場面における神の民の経験に、

特別に当てはまる。･･･ 

ヨシュアがみ使いの前で嘆願したように、残りの教会

は、心へりくだり揺るがぬ信仰をいだいて、彼らの助け

主イエスによって、赦しと救出を嘆願するのである。彼

らは自分たちの生活の罪深さを、十分認めている。

彼らは自分たちの弱さと無価値さを知っている。」9 

この時代、深い自己吟味と悔い改めの働きが求め

られています（ヨエル 2:13） 

教会でいつものように冷たく、無気力で、形式主義的

な儀式や式典に固執するだけでは、これを実現する

には不十分です。教会や家庭で、生気のない理論

的な説教をしたり、無気力で機械的な祈りを捧げた

りしても、この経験は得られません。毎日、毎時間、

神との交わりの中で絶え間なく神を求め、神と同化す

るという特徴を持つ実践的な宗教だけが、役に立つ

のです。 

わたしたちは今、典型的な贖いの日に生きているので

、教会で通常のことをするのではありません。魂を悩ま

せるとは、キリストが、残りの教会に命じておられる進

行命令です。イエスは最後の贖罪をなそうとしておら

れます。このお方は次の命令を出そうとしておられま

す。「『彼の汚れた衣を脱がせなさい』。…『あなたに

祭服を着せよう』」（ゼカリヤ3:1–5）。 
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まもなく、イエスは大祭司として天の聖所で最後の奉

仕を行うのに合わせて、ご自分の民に完全な義を与

えることによって、すべてのとがと罪から彼らを清めてくだ

さいます。自分の霊的堕落を嘆き、魂の貧しさを嘆く

習慣のある人はそれを受けますが、不注意で無関心

だった人は神の民から切り離されるでしょう。あなたも

神の最後の贖罪の恩恵を受け、144,000人の一員

となる祝福された者の一人になるでしょうか？あなた

の名前は小羊の命の書に残るでしょうか？あなたはす

べての不義から完全かつ永久に清められ、罪のない

天使の社会に住むのに適するものとされるでしょうか。

主がわたしたち全員を価値のある者とみなしてください

ますように。だから、熱心になって悔い改めなさい。 

「神の民が神の前で心を悩まし、心が純潔になること

を嘆願するときに、「彼の汚れた衣を脱がせなさい」と

いう命令が出される。そして、『見よ、わたしはあなたの

罪を取り除いた。あなたに祭服を着せよう』との励まし

の言葉が語られる（ゼカリヤ3:4）。キリストの義とい

うしみのない衣が試練と誘惑に耐えた忠実な神の民

に着せられる。さげすまれた残りの民は栄光の衣を着

せられ、世俗の腐敗に二度と汚されることはないので

ある。彼らの名は小羊の命の書に書き留められて、各

時代の忠実な者の中に加えられるのである。彼らは、

欺瞞者の策略に抵抗した。彼らは龍がほえても、忠

誠を失わなかった。今や彼らは、誘惑者の計略から、

永遠に安全なものとなった。彼らの罪は、罪の創始者

の上に移された。『清い帽子』が彼らの頭にかぶせられ

た。」10 

 

引用： 

1. 患難から栄光へ下巻264 

2. 人類のあけぼの上巻81 

3. キリストへの道32、33 

4. SDAﾊﾞｲﾌﾞﾙ･ｺﾒﾝﾀﾘ[E･G･ﾎﾜｲﾄ･ｺﾒﾝﾄ]4

巻1139 

5. 同上 

6. 教会への証5巻575 [強調付加] 

7. 各時代の大争闘下巻213 

8. ｻｲﾝｽﾞ･ｵﾌﾞ･ｻﾞ･ﾀｲﾑｽﾞ1901年7月31日

[強調付加] 

9. 国と指導者下巻193[強調付加] 

10. 同上196 
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2024年12月8日 日曜日 

改心 
エリアス・リベラ著（米国）[全体を通して強調付加] 

 

 

 

変態（本質の完全な変化） 

自然には、神の偉大な力と、わたしたちの心の中で

行われる神の贖いの働きについて教えてくれる美しい

実例があります。蝶のサイクルは、卵、幼虫、さなぎ、

成虫の4つの段階から成ります。このプロセスは短く、

約1か月です。蝶は、幼虫が食べる植物の葉の裏に

卵を産みます。卵が孵化すると、殻から小さな青虫が

出てきます。一方、青虫は非常に貪欲で、たくさん食

べて、急速に成長します。青虫が成熟すると、さなぎ

になります。さなぎに入った青虫は変態と呼ばれる変

化を遂げ、数日後にはさなぎから美しい蝶が出てきま

す。 

幼虫は完全に変形します。彼は、まったく新しい独特

な性質を持つ、まったく別の生き物になるのです。そし

て、これこそ神がキリストのうちにわたしたちの霊的生

活に対して意図しておられることです。「だれでもキリス

トにあるならば、その人は新しく造られた者である。古

いものは過ぎ去った、見よ、すべてが新しくなったので

ある。」（コリント第二5:17） 。神のご計画は、わた

したちの生活を変え、わたしたちのうちにご自分の御

形を回復し、わたしたちの心を変えることです。このお

方は次のように宣言されます、「わたしは新しい心をあ

なたがたに与え、新しい霊をあなたがたの内に授け、

あなたがたの肉から、石の心を除いて、肉の心を与え

る。わたしはまたわが霊をあなたがたのうちに置いて、

わが定めに歩ませ、わがおきてを守ってこれを行わせ

る。」（エゼキエル36:26, 27） 

改心という言葉は、変わること、変化すること、かつて

存在していたものとは全く違うものになることを意味し

ます。この例がヨハネ16:20に「その憂いは喜びに変る

であろう」とあり、また、黙示録11:6には、「…さらにま

た、水を血に変え…〔る〕力を持っている」とあります。 

ですから、改心について語るとき、わたしたちは神が

人間のために、人間のうちになす変化の働き、人が

それによって許され、変えられる働き、信者を義とし、

聖化する崇高な働きについて語っているのです。それ
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は古き人が十字架につけられて埋葬され、新しい人

間が新しい命に生まれる働きです。 

 

どのように改心がなされるか 

改心は、神の愛と聖霊の力によってなされる人間の

中での神の働きです。サウロのような根本的な改心が

あります。それはタルソの人がダマスコへ向かう途中で

キリストと個人的に出会ったときの非常に顕著な改心

でした。サウロ

の人生はキリストの栄光の啓示によって影響を受けま

した。この出会いが彼の生涯をただちに変え、盲目の

うちに地面にひれ伏して、「主よ、あなたはわたしに何

をおさせになりたいのですか」と尋ねる点にまで至りまし

た「さあ、立って、町に入って行きなさい。そうすれば、

そこであなたのなすべき事がつげられるであろう」（使

徒行伝9:6欽定訳）。 

キリスト教会に対する腹黒い目的を持ってダマスコに

向かっていた彼は、3日間の断食と祈りを過ごし、その

後バプテスマを受けた後にやっと視力を取り戻しまし

た。それから彼はただちに、その数日前まで激しく迫害

していた教会を建設するために働き始めました。サウロ

は今や彼の人生とメッセージの中心となっているキリス

トを説教したいと熱望していました。「ただちに諸会堂

でイエスのことを宣べ伝え、このイエスこそ神の子である

と説きはじめた」（使徒行伝9:20）。 

サウロ、またはパウロ（「小さき者」の意味）とも呼ば

れたサウロの改心は、神の恵みとイエス・キリストの変

革をもたらす愛の働きでした。これにより、この猛烈な

迫害者はイエスのために自ら迫害されるものとなり、あ

らゆる困難、死に直面することさえあっても、恐れるこ

となくイエスのメッセージを宣べ伝えたのでした。ニコデ

モの場合のように、他のタイプの改心もあります。ニコ

デモがイエスを信じる自分の信仰を公にし、十字架に

つけられた救い主に完全に自らを明け渡したのは、彼

がイエスとの

会見（ヨハネ3章）から3年経ってからでした。 

  

わたしたちはすべてのものを神に負っている  
  

「風は木々のこずえに音をたて、葉や草花をさらさらと

鳴らせるが、目に見えないので、だれも風がどこからき

てどこへ行くかを知らない。心に働く聖霊の働きもこれ

と同じである。それは、風の動きと同じように、説明す

ることができない。人は自分が信仰にはいった正確な

日時と場所を言ったり、改心の過程における事情を

始めから終りまで説明したりすることができないかも

知れない。だがそのことは、彼が信仰にはいっていない

という証拠にはならない。風のように目に見えない力に

よって、キリストはたえず心に働きかけておられる。すこ

しずつ、おそらく本人の気がつかないうちに、魂をキ

リストヘひきよせるのに役立つ印象が与えられている

のである。こうした印象は、キリストについて瞑想した

り、聖書を読んだり、あるいは説教者のことばをきいた

りすることによって与えられるかもしれない。そしてみた

まがもっと直接に訴えるとき、突然にその魂はよろこん

でイエスに屈服する。多くの人はこれを突然の改心と

呼ぶが、それは神のみたまが―長い間その人を説得

した結果、すなわち長期間にわたる忍耐強い作用の

結果である。」1 

 

抵抗してはならない 
 

「では、われわれはどのようにして救われるのだろう

か。…十字架から輝いている光は神の愛をあらわし

ている。神の愛はわれわれをみもとにひきよせてい

る。このひきよせる力にさからわなければ、われわれは

救い主を十字架につけた罪を悔いて十字架の下にみ

ちびかれる。その時神のみたまは、信仰を通して魂に

新しいいのちを生じさせる。考えること望むことはキ

リストのみこころに服従させられる。心と思いは『万

物をご自身に従わせ』るためにわれわれのうちに働か

れるキリストのみかたちに新しくつくられる（ピリピ

3:21）。その時神の律法は心と思いにしるされ、わ
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れわれはキリストとともに、『わが神よ、わたしはみこころ

を行うことを喜びます』と言うことができる（詩篇

40:8）。」2 

 

聖霊による改心  

「風自体は目に見えないが、風によって生ずる結果は

見たり感じたりすることができる。同じように、魂に対す

るみたまの働きは、その救いの力を感じた人のすべて

の行為にあらわれる。神のみたまが心を占領されると

き、それは生活を生れ変らせる。罪の思いはしりぞけ

られ、悪い行為は放棄され、愛と謙遜と平安が怒りと

ねたみと争いに入れ代る。よろこびが悲しみに入れ代

り、顔には天の光が反映する。だれも重荷を持ちあげ

る手を見たり、天の宮からくだる光を目に見たりする者

はない。祝福は、信仰によって魂が神に屈服すると

きに与えられる。その時、人間の目で見ることのでき

ない力が、神のかたちにかたどって新しい人間を創

造する。」3 

 

本物の悔い改め 

「だから、自分の罪をぬぐい去っていただくために、悔い

改めて本心に立ちかえりなさい。」（使徒行伝

3:19） 

「真の悔い改めがなければ、真の改心はあり得ない

。ここで多くの人が欺かれ、あまりにもしばしば彼らの

経験全体が欺瞞であることがわかる。これが、教会に

加わっている多くの人がキリストに加わったことがない

理由である。」4   

「悔い改めて、あなたがたのすべてのとがを離れよ。さ

もないと悪はあなたがたを滅ぼす。」（エゼキエル

18:30） 

「悔い改めとは罪を悲しむことと罪を離れることを含

む。人は罪の恐ろしさを知るまでは罪を捨てない。心

の中で全く罪から離れなければ、生活にほんとうの変

化は起らない。」5 

しかしながら、このような悔い改めを経験するには、そ

れがどのように生み出されるかを理解する必要があり

ます。「罪人が罪を自覚すると、キリストの愛と神聖さ

にも惹かれる。なぜなら、イエスが彼をご自身に引き

寄せるからである。だれも魂の救いに不可欠な悔い

改めを創出することはできない。人は自分自身の改

心を実現することもできないように、悔い改めも自分

自身でもたらすことができない。悔い改めは、魂を救う

ために命を捧げられたキリストの愛をながめることによっ

て心に生まれる。最も固い心を和らげるのは神の愛で

ある。」6 

 

改心の実 

改心の働きは素晴らしい実をもたらす。新しい人生、

清く新しくされた心、正しい精神、その他の実こそ、改

心の輝かしい証拠です。「だれでもキリストにあるなら

ば、その人は新しく造られた者である。古いものは過

ぎ去った、見よ、すべてが新しくなったのである。」

（コリント第二5:17） 

•サマリヤ人の女は、イエスに改宗すると、姦淫の人

生を捨て、イエス・キリストを救い主メシヤとして告白

するために街へ行った。「この女は水がめをそのままそこ

に置いて町に行き、人々に言った、『わたしのしたこと

を何もかも言いあてた人がいます。さあ、見にきてごら

んなさい。もしかしたら、この人がキリストかもしれませ

ん』。」（ヨハネ4:28、29）

人の女は、イエスに改宗すると、姦淫の人生を捨て、

イエス・キリストを救い主メシヤとして告白するために街

へ行った。「この女は水がめをそのままそこに置いて町

に行き、人々に言った、『わたしのしたことを何もかも言

いあてた人がいます。さあ、見にきてごらんなさい。もし

かしたら、この人がキリストかもしれません』。」（ヨハネ

4:28、29） 

・サマリヤの女 ヨハネ4:28、29 

・解放されたときは裸だった悪霊は、今では服を着て

正気を保っているのが見られた。改心後、彼の裸は

消えた。ルカ 8:35。「人々はこの出来事を見に出て

きた。そして、イエスのところにきて、悪霊を追い出して

もらった人が着物を着て、正気になってイエスの足もと
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にすわっているのを見て、恐れた。」（ルカ8:35） 

・悪霊 ルカ8:35 

・ペテロは無学な漁師だったが、改心した後は福音の

忠実な牧者、学識のある人、そして光の王国の伝道

者となった。マタイ4:19。 「イエスは彼らに言われた、

『わたしについてきなさい。あなたがたを人間をとる漁

師にしてあげよう』。」（マタイ4:19） 

・ペテロ マタイ4:19 

•ザアカイは取税人であり、裏切り者また民の敵であ

ると非難されたが、改心後に財産の半分を貧しい人

々に与え、だました人々に賠償することを決意した。

「ザアカイは立って主に言った、『主よ、わたしは誓って

自分の財産の半分を貧民に施します。もしだれかから

不正な取立てをしていましたら、それを四倍にして返

します』。イエスは彼に言われた、『きょう、救いがこの

家にきた。この人もアブラハムの子なのだから。』」（ル

カ19:8、9） 

・ザアカイ ルカ19:8、9 

・マリヤは自分の放縦な生活のゆえに7つの悪霊に取

り憑かれていたが、救出と改心の後、愛と感謝を表す

ためにイエスに貴重な贈り物を持ってきた。マルコ 

14:3。

「イエスがベタニヤで、らい病人シモンの家にいて、食

卓についておられたとき、ひとりの女が、非常に高価で

純粋なナルドの香油が入れてある石膏のつぼを持っ

てきて、それをこわし、香油をイエスの頭に注ぎかけた

。」マルコ14:3 

・マリヤ マルコ14:3 

改心はキリストの卓越さをわたしたちの生活に花開か

せ、伝道の精神、神の意志への服従、忠実さ、そし

て聖なる喜びをもたらします。主に対して改心した人

の生活には、高貴で美しいものがすべて溢れるのです

。  

「キリストの精神は、伝道の精神である。心が新たに

された人のまず最初の衝動は、他の人も救い主に

導こうとすることである。」7 

「真の弟子はみな伝道者として神の国に生れている

のである。生ける水を飲む者はいのちの泉となる。受

ける者が与える者となる。」 8 

 

偽りの改心 

宗教を告白することが流行っています。宗教的である

と公言する人すべてが実際にクリスチャンであるわけで

はありません。自らをクリスチャンと呼ぶ人の多くは神の

律法の原則に従わず、肉を喜ばせる古き人によって

養われて生きています。彼らは、実際には改心してい

ないのに、自分が改心していると思い込んでいるので

す。多くの人がこう宣言します。「神よ、わたしはほかの

人たちのような貪欲な者、不正な者、姦淫をする者

ではなく、また、この取税人のような人間でもないこと

を感謝します。わたしは、一週に二度断食しており、

全収入の十分の一をささげています。」（ルカ

18:11、12） 

心が変わっていなければ、告白に価値はありません

。 

偽りの改心の原因は、知識や機会がなかったから

ではなく、全面的かつ完全な服従がないから、つまり

イエスに心を完全に開き、イエスの恵みによる変革の

働きが人生に働くことを許していないことにあります。 

代表的な例は、悪名がよく知られているイスカリオ

テのユダです。 

「ユダはキリストにまったく従いきるところまで行かなかっ

た。彼は世俗的な野心や金銭欲を放棄しなかった。

キリストに仕える立場を受け入れながら、一方では天

来の型にはまろうとしなかった。」 9 

あなたが自分の罪深い生き方から完全に離れようと

いう意志を持つとき、あなたはキリストと一つになります

。そしてキリストと一つになるということは、命の道と平

和の領域に入るということです。 

ですから、わたしたちは祈祷週に入った今、この祈祷

週を、自分の心を吟味し、自分がたどっている不法の

道がないか、愛情が分かたれていないか、心の王座を

占める偶像がないかを確認し、イエスが王であり、わた
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したちの心の王座を占める唯一の王であるという経験

を確実にする機会としましょう。（イザヤ書 33:22） 

「主よ、あなたに帰らせてください、われわれは帰りま

す。われわれの日を新たにして、いにしえの日のよう

にしてください。」（哀歌5:21） 

 

時が来た 

わたしたちもヤコブのように、心の中にあった偶像を取

り除き、永遠に葬る時が来ています（創世記35:2

－4）。神の言葉と神の霊の力によって新しく生まれ

変わるべき時です(ペテロ第一1:23)。キリストがわた

したちを自由にしてくださる自由によって、自由になる

べき時が来ました。二心を後にし、神の奇跡的な恵

みによって、神ご自身の心に似た男、女、青年に変え

られるべき時が来ました（使徒13:22）。イエスに

「はい」と言うべき時が来た。あなたが今日イエスに明

け渡すならば、イエスはあなたの人生におそらく欠けて

いる奇跡を行ってくださるでしょう。このお方の目的は

確固たるものです。「そしてわたしは彼らに一つの心を

与え、彼らのうちに新しい霊を授け、彼らの肉から石

の心を取り去って、肉の心を与える。これは彼らがわ

たしの定めに歩み、わたしのおきてを守って行い、そし

て彼らがわたしの民となり、わたしが彼らの神となるた

めである。」（エゼキエル11:19, 20） 

 

本物の表面的でない改心 

改心は表面的なものではなく、本物でなければなりま

せん。外面的な生活だけではなく、内面の心も変えら

れなければなりません。信仰の核心は、儀式や儀礼

的なものを超えなければなりません。救い主の時代に

は、ユダヤ人や宗教指導者は敬虔さをひけらかしてい

ましたが、イエスは彼らの生涯は空虚で不道徳である

と宣言なさいました。マタイ 23:27, 28。外面的な

変化以上のものが求められている。外面的にも役割

がありますが、「霊的な心」つまり思いが新たにされな

ければなりません。そうすれば新しい命がもたらされる

のです。 

キリストの時代のユダヤ人は、犠牲や儀式に頼り、そ

れらが指し示している神には頼りませんでした。そし

て、それだけでは十分ではないかのように、彼らは失っ

た神のご臨在を、人間の発明した無数の要求で置き

換えるようになりました。自分たちの聖潔を数多くの儀

式で測るところまでいきましたが、彼らの心は変わら

ず、誇りと偽善に満ちていました。 

要求されているのは外見上の変化や改善ではなく、

生活の全面的かつ完全な変革です。ホッキョクギツネ

の毛皮は茶色ですが、冬になると雪のように白くなりま

す。するとキツネは別の生き物のように見えますが、実

際には変わったのは毛皮だけで、その変化は冬の間

はカモフラージュとなります。外見は一時的に変わりま

すが、その本質は同じままで、大胆に忍び寄って殺す

キツネであることに変わりはありません。 

「流れが清くなるには、心の泉が清められなければな

らない。自分で律法を守る行為によって天国にはい

ろうとする者は不可能なことを試みているのである。

律法的な宗教、敬虔の形だけを持っている者には安

全がない。クリスチャンの生活は古いものを修正した

り改良したりすることではなくて、性質が生まれ変わ

ることである。自我と罪に対する死があり、まったく新

しいいのちがある。この変化は聖霊の効果的な働き

によってのみ行われる。」10 

 

「わたしは日々死んでいる」 

わたしたちの神との歩みは日ごとでなければなりません

。わたしたちの古い罪深い本性、つまり「古き人」が完

全に滅ぼされるために、わたしたちは毎日、心の中に

神の再生する恵みを必要としています。古き人は水

のバプテスマで埋葬される一方では、その卑劣な者は

また水泳が達者かもしれません。したがって、パウロの

決意の言葉は次のとおりです。「わたしは日々死んで

いるのである」（コリント第一15:31）。 

「わたしたち個々人の品性の特性が神に完全に聖化

されるよう、継続的な警戒、日々の改心が必要であ

る。わたしたちのすべての力は罪の不純物から清めら
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れ、奉仕のために訓練されなければならない。」11  

「パウロの聖化は、自己との絶え間ない闘いだった。『

わたしは日々死んでいる』と彼は言った。毎日、彼の

意志と願望は、義務と神の意志と衝突した。しかし、

彼は傾向に従う代わりに、たとえそれが彼の性質にと

って不快で十字架につけるようなことであっても、神の

意志を実行した。もしわたしたちがキリスト・イエスにお

けるわたしたちの高い召しの目標に向かって押し進み

たいなら、わたしたちは自己をすべて空にし、恵みとい

う黄金の油を補給されていることを示さなければなら

ない。」 12 

 

秘訣が明らかにされる 

バビロンにおけるダニエルは責むべきところのない人と

して描写されています。 「そこで総監および総督ら

は、国事についてダニエルを訴えるべき口実を得ようと

したが、訴えるべきなんの口実も、なんのとがをも見

いだすことができなかった。それは彼が忠信な人であ

って、その身になんのあやまちも、とがも見いだされ

なかったからである。」（ダニエル6:4） 

これほど忠実に生きる秘訣はどこにあったのでしょうか

？ダリヨス王はダニエルの秘訣をわたしたちに明らかに

しています。彼は二度の機会にダニエルの秘訣が神と

の絶え間ない交わりにあることを認めました。ダニエル

は信仰と毎日の祈りの生活を維持し、毎日神との親

密な交わりを楽しんでいました。霊感を受けた記録に

は次のように書かれています。「『生ける神のしもべダ

ニエルよ、あなたが常に仕えている神はあなたを救

って、ししの害を免れさせることができたか』」。「そこで

王は大いに喜び、ダニエルを穴の中から出せと命じた

のでダニエルは穴の中から出されたが、その身になんの

害をも受けていなかった。これは彼が自分の神を頼み

としていたからである。」（ダニエル6:20, 23） 

「真の改心は、わたしたちを日々神との交わりへと導く

。直面しなければならない誘惑や、わたしたちを神か

らかつての無関心や罪深い忘却の状態へ引き戻す

底流もあるであろう。」 13 

「わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。もし

人がわたしにつながっており、またわたしがその人とつな

がっておれば、その人は実を豊かに結ぶようになる。わ

たしから離れては、あなたがたは何一つできないからで

ある。」（ヨハネ15:5） 

 

個人的な改心 

わたしたち一人ひとりが、自分自身の献身、個人的

な改心を確実にする必要があります。わたしたちは皆

、生きた経験を積む必要があります。キリストは心の

中で奉じられ、このお方の御霊がわたしたちの愛情を

支配しなければなりません。親も子供たちと同じように

、キリストとの個人的な経験を通して神の救いの恵み

を必要としています。わたしたちの天父が尊ばれる実

を結ぶためには、それぞれが真のぶどうの木に接ぎ木さ

れなければなりません。「あなたがたが実を豊かに結

び、そしてわたしの弟子となるならば、それによって、わ

たしの父は栄光をお受けになるであろう。」（ヨハネ

15:8） 

「神は摂理を通してわたしたちを扱っておられる。永遠

の昔から、神はわたしたちをご自分の従順な子供とす

るために選んでくださったのである。神はわたしたちのた

めに死ぬために御子をお与えになった。それは、わたし

たちが真理に従うことによって聖化され、自己という一

切の小ささから清められるためであった。今、神はわた

したちに個人的な働き、個人的な自己放棄を求めて

おられる。」14 

「神の都には汚れたものは何一つはいれない。その住

民となるすべてのものは、この地上で心の清いものに

なっていなくてはならない。イエスに学んでいる者の中

には、不注意なふるまいや、不適当な言葉や、下品

な思いに対する嫌悪が徐々に強まってくる。キリストが

心に住まわれる時、思いと行為が純潔になり、洗練さ

れるのである。」15 

 

結論 

エノクは息子メトセラの誕生から 300 
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年後、神とともに歩んだ。そして 300 

年以上毎日、エノクはともに歩むよう神を招きました。

ついにある日、事実上、神は次のように仰せになりま

した。「エノク、あなたは共に歩くよう、この300年もの

間、わたしを招いてきた。だから、今日、わたしはわた

しと共に歩むようあなたを招くために来たのである」。そ

して彼を天国に連れていかれました。 「エノクは神とと

もに歩み、神が彼を取られたので、いなくなった。」

（創世記5:24）。 

エノクは祈っただけでなく、神とその同胞に対する義務

を忠実に果たしました。エノクは神が愛するものを愛し

、神が憎むものを憎むようになりました。彼は信仰によ

って従順な道のうちに人生を送り、自分のすることす

べてにおいて神を喜ばせました。「信仰によって、エノク

は死を見ないように天に移された。神がお移しになっ

たので、彼は見えなくなった。彼が移される前に、神に

喜ばれた者と、あかしされていたからである。」（ヘブ

ル11:5）。「主は言われる『今からでも、あなたがた

は心をつくし、断食と嘆きと悲しみとをもってわたしに帰

れ。』」（ヨエル2:12）。

今日、十分な時間をとって自分のやり方を考え、自

分がイエスとの正しい関係にあるかどうかを確認する必

要があります。 

⚫ 今日、あなたの心をイエスに明け渡し、変えても

らいたいですか? 

⚫ すでにイエスに献身したあなたは、自分の心がキ

リストのようにさらに美しくなるために、イエスへの

明け渡しを新たにしたいと思いますか？ 

⚫ 今すぐにあなたの心をイエスに捧げるために祈り

たいですか? 

一緒に祈りましょう。 

 

引用： 

1. 各時代の希望上巻202 

2. 同上207、208[強調付加] 

3. 同上203[強調付加]  

4. 預言の霊4巻298[強調付加] 

5. キリストへの道22 

6. ﾚﾋﾞｭｰ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍﾗﾙﾄﾞ1901年9月3日 

7. 各時代の大争闘上巻71 [強調付加]  

8. 各時代の希望上巻233[強調付加] 

9. 各時代の希望下巻216 

10. 各時代の希望上巻201、202[強調付加] 

11. この日を神と共に. 307. 

12. ﾕｰｽ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ, August 24, 1899. 

13. この日を神と共に. 277. 

14. ﾕｰｽ･ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ, August 24, 1899. 

15. 祝福の山30 
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水曜日2024年12月11日 

罪の除去 
ジェトロ・M・シトレ著 — 南アフリカ[全体を通じて強調付加] 

 

「わたしこそ、わたし自身のためにあなたのとがを消す

者である。わたしは、あなたの罪を心にとめない。」

（イザヤ43:25） 

消す（除去する）とは、痕跡を残さず完全に取り除

くこと、存在や記憶を消し去ること、あるいは抹消する

ことを意味します。  

預言者イザヤを通してわたしたちに伝えられた保証

は、「真に罪を悔い改め、キリストの血が自分たちの

贖いの犠牲であることを信じたものは、みな、天の書

物の彼らの名のところに、罪の許しが書き込まれる。

彼らは、キリストの義にあずかる者となり、彼らの品性

は、神の律法にかなったものとなったので、彼らの罪

は、ぬぐい去られ、彼ら自身は、永遠の生命にあずか

るにふさわしいものとされる」1ことを意味しています。で

すから、なぜ罪の除去が必要なのか深く考えてみまし

ょう。 

 

不従順と罪のしみ 

エデンで人が神の律法に不従順であった後、「栄光の

光輪、すなわち神が聖なるアダムに与え、衣服のよう

に彼を覆っていたものは、彼の不法の後、彼から去っ

てしまった。神の栄光の光は、不従順と罪を覆うことが

できなかった。健康と祝福の豊かさの代わりに、貧

困、病気、あらゆる種類の苦しみがアダムの子孫の受

ける分となった。」
2悲しいことに、人間は罪の汚れと引き換えに、大きな

特権を失いました。「サタンは人間の堕落を成し遂

げ、それ以来、人間から神のかたちを消し去り、人間

の心に自分自身のかたちを刻み込むことがサタンの仕

事となっている。」3  

「罪がこの世にはいる前には、アダムは創造主と分け

隔てのない交わりをしていた。しかし人間が罪を犯して

神から離れてからは、人類はこの尊い特権から切り離

されてしまった。しかし、救済の計画によって、地上の

住民がなお天とのつながりを保つ道が開かれた。」4 

 

神の人類に対する驚くべき愛 

アダムとエバが不従順のために死ぬことは確実でした。

救いの計画がなかったら、彼らは禁断の果実を食べた

直後に死んでいたことでしょう。 

「しかし、まだ罪人であった時、わたしたちのためにキリ

ストが死んで下さったことによって、神はわたしたちに対

する愛を示されたのである。」（ローマ5:8）。「神は

〔それ〕ほどに世を愛して下さった」（ヨハネ3:16）と

いう言葉の中に表された神の愛の深さは、神の小羊

が「世のはじめからほふられた」（黙示録13:8）驚く

べき啓示を通してより一層理解することができます 。 

神は、わたしたちが創造される前から存在していた愛

に動かされて、悪魔に対する敵意を約束されました（

創世記3:15参照）。「[この約束]は人間とサタンの

戦いを予告すると同時に、大敵の力は、最終的に破

られることを宣言した。」5 

「罪を犯した人間を律法ののろいから贖い、再び、天

と調和させることができるものは、キリストのほかになか

った。」6 

神の驚くべき愛は、人類に対する神の完全な計画を

回復するための救いの計画を通して現れました。主は

、神の救いの計画を視覚的に明らかにするために犠

牲の儀式を制定されました。 

 

キリストの贖罪の象徴と記念碑 

贖罪とは、キリストの犠牲の死を通して神と人類が和



23 

 

解することです。アダムとエバに救いの計画を宣言した

後、神は去った光の衣といちじくの葉の前かけを、キリ

ストの義の衣と救いの衣を象徴する皮の衣に取り替

えられました。これらの上着を作るためには、犠牲が払

われなければなりませんでした。なぜなら、十字架上

のキリストの犠牲を予表した「血を流すことなしには、

罪のゆるしはあり得ない」からです（ヘブル9:22）。 

アブラハムがモリヤの地にイサクを犠牲として捧げるた

めに建てた祭壇から、神のご臨在のためにソロモンが

モリヤ山に建てた神殿、そして各時代を通じた動物の

血の犠牲まで、人間の罪を消し去るキリストの血の効

力を宣言する象徴や記念碑は明白でした（創世記

22:2、歴代志下3:1）。「天の聖所での奉仕を正

しく理解することが、わたしたちの信仰の基盤である。

」7 

 

聖所 

「聖書で使われている『聖所』という言葉は、第一に、

モーセが天にあるもののひな型として建てた幕屋を指

し、第二に、地上の聖所が指し示していた天にある『

真の幕屋』を指している。」8   

カナンへの旅の途中、神はモーセを通してイスラエルに

、ご自身に聖所を造るように命じられました。ご自分

が彼らの間に住まわれるためです (出エジプト記 

25:8) 。「また、彼らにわたしのために聖所を造らせ

なさい。わたしが彼らのうちに住むためである。」（出エ

ジプト記25:8） 

「神は、山でモーセの前に天の聖所の光景を示し、す

べてのものを示された通りに造ることを命じられた。」 9 

地上の聖所、すなわち幕屋は、庭、聖所、至聖所か

ら構成されており、キリストの誕生から罪の除去までの

預言されたキリストの働きを表しています。 

1. 庭（出エジプト記27:9–

18）幕屋を取り囲み、すべての供え物がほふら

れたところは、大いなる本体の供え物であるイエス

がわたしたちの罪のために死ぬ運命にあった地球

の型です（ヨハネ12:32、33）。10罪人が自分

の罪祭を持ち込む庭への唯一の入り口は、神と

の契約関係への唯一の入り口としてのキリストを

信じる信仰を思い起こさせます（ヨハネ 

10:7、9）。焼き尽くす供え物の祭壇（出エジ

プト記27:1–

8）の横に犠牲の血が注がれ、焼き尽くす供え

物の灰が置かれました（レビ記6:10;申命記1

2:27）、それは、イエスの尊い血が流されること

を予め示しており、それによってこの地上から罪の

呪いが取り除かれ、火によるその清めの道を整え

るのでした（マラキ4:1,3）。11 

犠牲の血はまた、わたしたちが聖所の中で神の

御前に大胆に入ることができるのはイエスの血に

よってのみだということを教えています（ヘブル人

への手紙10:19,20）。洗盤は、庭の入り口と

幕屋の間にあり（出エジプト記 30:17-21）、

幕屋に入る前に祭司たちが両手と両足を洗うた

めに使われましたが、それは、ニコデモに教えられ

た神の御前に出るために必要な霊的な清めに関

する真理の適切な例証でした。それによってバプ

テスマもまた象徴されています（ヨハネ 3:5）。
12  

 

2. 

幕屋は聖所と至聖所に分かれていました（ヘブル9:

1,2）。 

A.聖所には次のような象徴的な家具がありました。

供えのパン（出エジプト記25:23–30）は、 

命のパンであるイエスにおいて成就しました（ヨハネ6:

48, 33, 51）13 。燭台（出エジプト記 25:31–

40）は教会を象徴し（黙示録 1:12, 

20）、み言葉のともしびを掲げることになっています

（詩篇 

119:105）。一方、それぞれのともしびの中の油は

地上における聖霊の働きを象徴しています（ゼカリヤ 

4:1-6,10黙示録 

5:6参照）。香壇（出エジプト記 30:1–
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7）は、わたしたちの祈りと混ざり合ったイエスのやむこ

となくかぐわしい執り成しを象徴しています（ヘブル 

7:25、黙示録 8:3, 4）。 

B.至聖所（ヘブル人への手紙9:3–

5）には、次のような象徴的な家具や品々がありまし

た。契約の箱（出エジプト記25:10–

22）は、神の神聖な臨在の象徴です。14そ

の中には、神の指によって書かれた十戒（申命記1

0:4, 

5）の2枚の石板がありました。それらは、神の不変の

ご品性の表現でしたし、今もそうです。15 

恵みの御座 （出エジプト記 25:17–

21）は、破られた律法を覆っており、その場所こそ、

神の目に見える臨在が示された場所でした（出エジ

プト記25:32;30:6）。これは、贖いの計画における

憐れみと正義の結合を表し、偉大な神のみ座の象

徴としてふさわしいものです。このお方はご自分の御

名を「あわれみあり、恵みあり、怒ることおそく、いつくし

みと、まこととの豊かなる神」と宣言しておられます（

出エジプト記34:5-7）。16 

マナのつぼ（ヘブル人への手紙9:4）は、神が荒野

の民にパンを降らせて命を支えてくださったときの神の

摂理的な配慮を思い出させるものでした（出エジプト

記16:32,33）。同様に今日、神はわたしたちへの

配慮として、食物の問題に関する貴重な光を降り注

いで来られましたが、それは集めるすべての人にとって

祝福であることが証明されるでしょう。17  

この光を分かち合うとき、福音を宣べ伝える扉が開か

れます。こうして、健康のメッセージは第三の天使のメ

ッセージの右腕となるのです18 

芽を出したアロンの杖（ヘブル人への手紙 

9:4）は、神が教会のために確立された秩序と指導

の体系を尊重すべきことを思い出させるものでした19 

地上の聖所とその典型的な儀式は、一時的に神に

よって制定され、イスラエルとわたしたちに犠牲制度、

完全にして欠けるところのない救いの計画、そして天

の聖所におけるキリストの奉仕について教えるのでした

。十字架上のキリストの死により、地上の聖所の犠

牲の儀式は取り除かれ、今日はもはや意義を持たな

いのです（コロサイ 2:14、ヘブル 9:8–14）。 

 

祭司職  

イエスの祭司職と地上の祭司職との間には顕著な

区別があります。 

神は地上の幕屋の祭司職に仕えるためにレビ族を選

ばれました（民数記1:50、出エジプト記28:1、レビ

記 21:17–23)。 しかし、イエスは地上で大祭司と

なることはおできになりませんでした。「というのは、わた

したちの主がユダ族の中から出られたことは明らかであ

るが、モーセは、この部族について、祭司に関すること

では、ひとことも言っていない」からです（ヘブル

7:14）。大祭司はご自分の民から選ばれました (へ

ブル5:1)。 なぜなら、イエスが天で人類のための大

祭司となられるために、このお方は彼は「確かに、天使

たちを助けることはしないで、アブラハムの子孫を助け

られた（天使たちの性質を取ることをしないで、アブラ

ハムの子孫の性質を取られた）。」（ヘブル2:16） 

レビ人の祭司職とは異なり、メルキゼデクの秩序に従

うイエスの祭司職には始まりも終わりもありません。（

ヘブル人への手紙 7:3）。 

２つの出来事により祭司の働きが地上から天に移さ

れたことを示していました。キリストが十字架にくぎ付け

られた時、「神殿の幕が裂けたことは、ユダヤ人の

犠牲と儀式がもはや神に受け入れられなくなった証拠

であった」20。  

「衣を裂くことによって、彼は代表的な人物となること

を自らたち切ったのである。彼はもはや職務を行なう

祭司として神から認められなかった。」21  

 

日々の犠牲 

毎日、庭と聖所で犠牲を捧げる儀式が行われ、十字

架上のメシヤの犠牲を予示していました。罪人は罪

祭として傷のない若い動物 (小羊) 

を捧げることが要求されました。小羊 (出エジプト記 
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12:21) 

は、世の罪を取り除く神の小羊であるイエスを表して

いました(ヨハネ1:29、コリント人への第一の手紙 

5:7)。罪人は自ら動物をほふり、その頭に手を置い

て自分の罪を告白しました。 

祭司はその血を取り、祭壇の角に振りかけ、残りを

祭壇の底に注ぐか、聖所の香の祭壇の垂れ幕の前に

振りかけたり、聖所に入る前に供え物の一部を食べた

りしました。この儀式全体は、罪を罪人から聖所に移

すことを意味していました（ヘブル人への手紙 

9:6、レビ記4:3, 7, 22, 23; 6:10; 10:17, 

18)。 

「祭司が朝夕、香の時間に聖所にはいるとき、日ごと

のいけにえは外の庭の祭壇にささげられる準備ができ

ていた。…〔礼拝者たち〕は、顔を聖所に向けて心を

合わせ、黙祷をささげた。こうして、彼らの祈願が香の

煙と共に立ちのぼった。そして、彼らは信仰によって贖

罪の犠牲に予表された約束の救い主の功績にすがっ

た。」22 

「このようにイスラエルの罪が聖所に移されたので聖所

は汚れ、 そのため、罪を取り除く特別のつとめが必要

となった。神は、祭壇と同様に二つの聖所の部屋につ

いてもあがないをなし、『イスラエルの人々の汚れを除

いてこれを清くし、聖別しなければならない』とお命じに

なった。」23  

 

贖罪の日 

贖罪の日(ヨム・キプール)はティシュレイの第7月(9月

から10月の間)の10日目であり、ユダヤ暦の中で今

もなお最も神聖な日です(レビ記 23:27)。「特にそ

の七月の十日は贖罪の日である。あなたがたは聖会

を開き、身を悩まし、主に火祭をささげなければならな

い。」（レビ記23:27） 

「年に一度、祭司は聖所の清めのために至聖所に

入った。そこで果たされるつとめが、年ごとのつとめを

完了した。（ヘブル9:7）」24 

「 贖罪のわざがなされている間、すべての人は

魂を悩まさなければならなかった。日常の働きを

やめて、イスラエルの全会衆は、その日を厳粛に

神の御前にへりくだって過ごし、祈り、断食し、

心を深くさぐったのであった。」（ヘブル8:5）」25 

 

聖所におけるキリストの奉仕 

キリストが昇天された後、わたしたちの大祭司としての

働きを始められました。「 1800年にわたって、聖所の

第一の部屋において、この務めが続けられた。キリスト

の血は、悔い改めた信者のために嘆願し、彼らがゆる

され天父に受け入れられるようにしてきたが、しかし彼

らの罪は、まだ記録の書に残っていた。」 26 

 

調査審判  

「そして、地上の聖所の型としての清めが、それを

汚してきた罪を取り除くことによって成し遂げられ

たように、天の聖所の実際の清めも、そこに記録

されている罪を取り除くことによって、すなわち消し

去ることによって、成し遂げられねばならない。しか

し、これを完成するためには、だれが罪の悔い改

めとキリストを信じる信仰によって、贖いの恵みを

受ける資格があるかを決定するために、記録の書

の調査がなされねばならない。したがって、聖所の

清めには、調査の働き、すなわち審判の働きが含

まれるのである。この働きは、キリストがご自分の

民を贖うために来られる前に行なわれねばならな

い。」 27 

「 最終的な贖罪と調査審判の大いなる日に、審

査されるのは、神の民と称する人々だけである。

[ペテロ第一4:17]。悪人の審判は、これとは全く

別の働きで、もっとあとで行なわれる。」 2 8  

「2300日の終わる1844年に、調査と罪の除去の

働きが始まった。これまでにキリストの名をとなえたこと

のある者はすべて、この厳密な審査を受けなければな

らない。生きている者も死んだ者もともに『そのしわざに

応じ、この書物に書かれていることにしたがって』裁か
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れる。」29 

「天には、人々の名と行為を記録にした書物があっ

て、審判の決定はそれによってなされる…. 

いのちの書には、神の働きをしたすべての人の名が記

されている。….〔ルカ10:20；ピリピ4:3；ダニエル

12:1；黙示録21:27〕。  

「神の前に、『覚えの書』が記されているが、それに

は、『主を恐れる者、およびその名を心に留めている

者』の善行が記録されている。」（マラキ3:16；ネヘ

ミヤ13:14）….神の覚えの書には、すべての正しい

行為が永久に記されている。」 

「人々の罪の記録もある。」30 

すべての悪行、語られたすべてのむなしい言葉が裁か

れます。〔伝道の書12:14；マタイ12:36、37；コリ

ント第一4:5；イザヤ65:6、7〕。 

「 悔い改めず棄て去っていない罪は、許されず、記

録の書からぬぐい去られない…罪は、父母や妻子、

そして同僚たちからは、隠し、否定し、秘密にしておく

ことができるかもしれない…神は、すべての不正な計

算、不正な取り引きを、正確に記録しておられる。」
31 

「 すべての人の行為は、神の前で調査され、忠実で

あったか不忠実であったかが記録されている。天の書

物の中の各自の名の向かい側には、恐るべき正確さ

で、すべての悪い言葉、利己的な行為、義務の怠

慢、隠れた罪、巧妙な偽善行為などが記入されてい

る。」 32 

 「 これは、なんと厳粛な思想であろう。毎日毎日が

永遠の中に過ぎ去り、その日のことが天の書に記録さ

れる。われわれの行動、言葉、そして極秘の動機でさ

えも…たとえわれわれが忘れていても、それらは、義と

するかそれとも罪に定めるかの、証言を立てるのであ

る。」33（同219、220） 

 

キリスト、至聖所におけるわたしたちの仲保者 

「もし、罪を犯す者があれば、父のみもとには、わたし

たちのために助け主、すなわち、義なるイエス・キリスト

がおられる。」（ヨハネ第一2:1）。へブル9:24もご

覧ください。 

「審判において、記録の書が開かれるときに、イエスを

信じたすべての人の生涯が神の前で調べられる。われ

われの助け主であられるイエスは、この地上に最初に

生存した人々から始めて、各時代の人々のためにとり

なし、現在生きている人々で終わられる。すべての名

があげられ、すべての人の事情が詳しく調査される。

受け入れられる名もあれば、拒まれる名もある。もし

だれかが、罪を悔い改めず、許されないまま、記録の

書に残しておくならば、彼らの名は、いのちの書から消

されて、彼らの善行の記録も神の覚えの書から消され

る…. 

真に罪を悔い改め、キリストの血が自分たちの贖い

の犠牲であることを信じたものは、みな、天の書物

の彼らの名のところに、罪の許しが書き込まれる。

彼らは、キリストの義にあずかる者となり、彼らの品性

は、神の律法にかなったものとなったので、彼らの罪

は、ぬぐい去られ、彼ら自身は、永遠の生命にあずか

るにふさわしいものとされるのである。」［イザヤ

43:25；ヨハネ黙示録3:5；マタイ10:32、33］」
34 
 

わたしたちの厳粛な責任  

調査審判の働きを正しく理解するためには、自分の

救いについて、確固たる行動をとることが求められてい

ます。 

「自分たちの名がいのちの書にとどめられることを願

うものはみな、今、残り少ない恩恵期間のうちに、

罪を悲しみ、真に悔い改めて、神の前に身を悩まさ

なければならない。われわれは、心を深く忠実に探ら

なければならない。多くの自称キリスト者がいだいて

いる軽薄な精神は、捨て去らねばならない。」 35 

わたしたちは、恐れおののいて自分自身の救いの

達成に努める必要があります（ピリピ2:12）。「調

査審判の働きが終わるとき、すべての人の運命は、生

か死かに決定されてしまっている。恩恵期間は、主が
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天の雲に乗って来られる少し前に終了する。キリスト

は…宣言しておられる。『不義な者はさらに不義を行

い、汚れた者はさらに汚れたことを行い、義なる者はさ

らに義を行い聖なる者はさらに聖なることを行うままに

させよ。見よ、わたしはすぐに来る。報いを携えてきて、

それぞれのしわざに応じて報いよう』（ヨハネ黙示録

22:11、12）。」 36 

 

結論 

「義人と悪人は、その死ぬべき肉体のままで、地上で

生活をしている。―人々は、植えたり、建てたり、飲ん

だり、食べたりしている。….真夜中の盗人のように静

かに、人に気づかれずに、すべての人の運命が定まる

決定的な時、罪人に対する恵みの招きが最終的に

取り去られる時がやって来る。 

『だから、目をさましていなさい。…あるいは急に帰って

きて、あなたがたの眠っているところを見つけるかもしれ

ない』（マルコ13:35、36）。目をさまして待つこと

にうみ疲れ、世俗の魅力に心を向ける人々の状態

は、実に危険である。実業家が利益の追求に心を

奪われ、快楽の愛好家が楽しみにふけり、流行を追

う女性が身を飾っているそのときに、―全地の審判者

が、『あなたがはかりで量られて、その量の足りないこと

があらわれた』という宣言をなさるかもしれないのであ

る。」 37 

神が罪の創始者を滅ぼすまでは、神の民は罪の重荷

から解放されたと考えるべきではありません。今こそ、

身を悩ませ、心を深く探り、命の書から名前を除去

するのではなく、罪を除去してくださるように熱心に

祈るべき時です。アーメン。 

 

引用： 

1. 主よ来たりませ93 

2. ｾﾚｸﾃｯﾄﾞ･ﾒｯｾｰｼﾞ1巻270 

3. 神の驚くべき恵み161 

4. 各時代の大争闘上巻序1 [1888版] 

5. 信仰によってわたしは生きる75 

6. 人類のあけぼの上巻53 

7. 伝道221 

8. 信仰によってわたしは生きる202 

9. 人類のあけぼの上巻405 

10. ヘスケル・S・N. 十字架とその影176, 178 

11. 同上129, 130. 

12. 同上179. 

13. 同上 56.  

14. 教会への証4, p. 157. 

15. キリストを映して46. 

16. 神の驚くべき恵み. 69. 

17. 食事と食物への勧告251 

18. 健康への勧告219 

19. 人類のあけぼの上巻481, 487 

20. 初代文集422 

21. 各時代の希望下巻204 

22. 人類のあけぼの上巻416  

23. 同上419 

24. 同上419 

25. 同上420 

26. 各時代の大争闘下巻136 

27. 同上136、137 

28. 同上211 

29. 同上219 

30. 同上212, 213 

31. 同上219 

32. 同上213 

33. 同上219, 220 

34. 同上215, 216 

35. 同上224 

36. 同上225 

37. 同上225, 226 
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金曜日2024年12月13日 

慰めの時 
A. C．サス著 — オーストラリア 

 

 

 

聖書は、「天が下のすべての事には季節があり、す

べてのわざには時がある。」（伝道の書3:1）とはっき

り教えています。そのため、

「慰めの時（リフレッシュ）」においても成就すべき時

があります。 

「リフレッシュ」という言葉は、東洋では穀物の最後

の収穫の前に地面に降る雨を指して使われました。そ

れは「後の雨」としても知られていました。 

「東方では、種を蒔く時期に前の雨が降る。それは

、種が発芽するために必要である。土地を肥やす雨

の感化力の下、若い芽が出てくる。季節の終わり近く

に降る後の雨は、穀物を熟させ、鎌に入れる準備を

させる。主は、聖霊の働きを表わすのに、これらの自

然の働きをお用いになる」 1  

旧約聖書の預言者ゼカリヤは、後の雨が降ること

だけでなく、神の民が適切な時に雨が降るように祈り

求めることの必要性についても言及しています。 

「あなたがたは春の雨（後の雨欽定訳）の時に、雨

を主に請い求めよ。主はいなずまを造り、大雨を人々

に賜い、野の青草をおのおのに賜る。」（ゼカリヤ

10:1） 

新約聖書では、使徒ペテロもペンテコステの日に集

まった群衆に説教した際に「慰めの時（リフレッシュ）

」について言及しています。その時、彼らは天から大い

なる力を授けられました。聖霊が彼らの上に豊かに注

がれました。彼らが経験したその出来事は「春の雨」ま

たは「前の雨」と呼ばれました。 

「福音の開始にあたって、貴重な種を発芽させるた

めに、聖霊が注がれて『前の雨』が与えられたように、

その終わりにおいて、収穫を実らせるために、『後の

雨』が与えられるのである。」2 

使徒ペテロが「慰めの時（リフレッシュの時）」につ

いて語ったとき、次の聖書の一節に焦点を当てて、こ

の祈祷週の朗読で概要が説明されているように、その

出来事が成就する前にいくつかの非常に重要な段階

を踏まなければならないことを明らかにしました。「だか

ら、自分の罪をぬぐい去っていただくために、悔い改め

て本心にたちかえりなさい。それは主のみ前から慰め



29 

 

の時がきて、あなたがたのためにあらかじめ定めてあっ

たキリストなるイエスを、神がつかわして下さるためであ

る。」（使徒行伝3:19, 20） 

 

ここに、5つの重要な点があります。 

a) 悔い改め 

b) 改心 

c) 罪の除去 

d) 慰めの時 

e) イエスの来臨 

 

悔い改め 

真の悔い改めは、自分の罪を認め、告白するように

人を導きます。「神のみ言葉には、悔い改めとけんそ

んの実例があげられているが、そこには罪の言いわけを

したり、自己を正しいとするようなことが少しもない、真

心からの告白の精神が見られる。パウロは、自分を弁

護することなく、自分の罪をその恐ろしいままに描き、

罪をいくらかでも軽くしようなどとは考えなかった。」3 

使徒ヨハネは次のように記している、「もし、罪がな

いと言うなら、それは自分を欺くことであって、真理は

わたしたちのうちにない。もし、わたしたちが自分の罪

を告白するならば、神は真実で正しい方であるから、

その罪をゆるし、すべての不義からわたしたちをきよめ

てくださる。」（ヨハネ第一1:8, 9）。これはとても素

晴らしい約束です。わたしたちが罪を告白するなら、

わたしたちは許され、清められるのです。 

 

 

改心 

悔い改めて罪を告白した後、わたしたちは改心す

るよう招かれています。改心とは、わたしたちの人生に

おいて完全に180度方向転換し、反対の方向に向

かうことです。主は、強制ではなく、自ら進んで、世間

から主のもとへ向かうようわたしたちを招いておられます

。 

「主は言われる『今からでもあなたがたは心をつくし、

断食と嘆きと、悲しみとをもってわたしに帰れ。あなた

がたは衣服ではなく、心を裂け』。あなたがたの神、主

に帰れ。主は恵みあり、あわれみあり、怒ることおそく、

いつくしみ豊かで、災を思いかえされるからである。」

（ヨエル2:12, 13） 
「品性に、習慣に、いっさいの行動に変化が起る」4 

これはわたしたちの霊的な生活における単なる小さ

な改善ではなく、完全な変化です。 

「であるから、もし改革が起らなければ真に悔い改めた

とは言えない。質としてあずかった物を戻し、奪ったも

のを返し、罪を告白し、神と人とを愛するようになった

ならば、その人は確かに死より生に移っているのであ

る。」5 

 

罪の除去 

この祈祷週でも見てきたように、告白され、捨てられた

罪だけが除去される、つまり生命の書から

取り消されるのです。罪の取り消しは、わたしたちが「

慰めの時（リフレッシュ）」、つまり「春の雨」を受ける

前に行われなければなりません。  

「福音の大いなる働きは、その開始を示した神の力の

あらわれより劣るもので終わることはない。福音の開

始にあったて秋の雨（前の雨）となって成就した預

言は、その終局において、春の雨（後の雨）となって

再び成就するのである。これが、使徒ペテロが待望し

た『慰め原文では［refreshing（活気づけ、回復

の意）の時］』である。彼は次のように言った。『だか

ら、自分の罪をぬぐい去っていただくために、悔い改め

て本心に立ちかえりなさい。それは、主のみ前から慰

めの時がきて…イエスを神がつかわして下さるためであ

る』（使徒行伝3:19、20）。』」6 

 

後の雨のための準備 

ペンテコステの日に前の雨が降ったとき、ほとんどの

弟子たちは一箇所、つまり二階の広間に集まっていま

した

。彼らはそこで十日間何をしていたのでしょうか。聖書
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はこう告げています。 

「彼らはみな、婦人たち、特にイエスの母マリヤ、およ

びイエスの兄弟たちと共に、心を合わせて、ひたすら祈

をしていた。」（使徒行伝1:14） 

「こうした準備の日々は、深く心をさぐる日々

であった。弟子たちは霊的な不足を感じ、救霊

の働きをするのにふさわしい者となることができる

ように、聖油が注がれることを祈り求めた。彼ら

は自分たちのために祝福を求めたのではない。

彼らは魂の救いという重荷を負っていた。」7 

これは、使徒行伝2:1–4で成就しました。 

「聖霊の約束は一時代や一民族に限られたものでは

ない。キリストは、み霊の聖なる感化は世の終わりに

いたるまで、キリストに従う者の上にあると宣言なさっ

た。ペンテコステの日から現代にいたるまで主とそのみ

わざに自分のすべてをささげてきた人々に、助け主が

送られてきた。」8 

今日、聖霊はわたしたちを教え、すべての真理に導

くために与えられていますが、ある程度わたしたちに与

えられていますが、約束された後の雨は、神の働きを

完成し、永遠の福音の宣教を完結するために必要で

す。そして、この約束は成就します。 

「その後わたしはわが霊をすべての肉なる者に注ぐ。あ

なたがたのむすこ、娘は預言をし、あなたがたの老人

たちは夢を見、あなたがたの若者たちは幻を見る。そ

の日わたしはまたわが霊をしもべ、はしために注ぐ。」

（ヨエル2:28, 29） 

ヨエル書の「その後」という言葉を読むとき、終わりの日

に聖霊が最大限に与えられる前に、ある仕事が成し

遂げられなければならないことがわかります。ヨエル書2

章の前の節で、預言者は後の雨の前になされなけれ

ばならない仕事について明らかにしています。 

「民を集め、会衆を聖別し、老人たちを集め、幼な

子、乳のみ子を集め、花婿をその家から呼びだし、花

嫁をその部屋から呼びだせ。主に仕える祭司たちは、

廊と祭壇との間で泣いて言え、『主よ、あなたの民を

ゆるし、あなたの嗣業をもろもろの国民のうちに、そしり

と笑い草にさせないでください。どうしてもろもろの国民

に［彼らの神はどこにいるのか］と言わせてよいでしょ

うか』。その時主は自分の地のために、ねたみを起こ

し、その民をあわれまれた。」（ヨエル2:16–18） 

罪が消し去られなければ、あるいは取り消されなけ

れば、だれも「慰めの時」あるいは「後の雨」を受けるこ

とはできません。しかし、残念なことに、多くの人が罪

深い状態のまま、その大いなる祝福を受けることを期

待し、悔い改めや改心をせずに、後の雨の時に改革

されるだろうと期待しています。次の文に書かれている

ように、そのようなケースは望みがありません。 

「わたしは、多くの人々が、必要な準備をおろそかに

していながら、主の日に立ち得て神のみ前に生きる

にふさわしいものとなるために、『慰めの時』と『春の

雨』後の雨とを待っているのを見た。ああ、わたしは、

なんと多くの人が、悩みの時に、避け所がないのを

見たことだろう。彼らは必要な準備を怠った。だから、

彼らは、聖なる神の前に生きるのに適したものと彼ら

をするためにすべての者が持たなければならない慰め

を、受けることができなかった。…すべての罪、誇り、

利己心、世を愛する心、すべての悪い言葉や行為

に勝利するのでなければ、だれひとりとして、『慰め』

にあずかることができないのを、わたしは見た。」9 

「神の日のための準備を遅らせる者は、悩みの

時やそれ以後においては、準備することができな

い。こうした人々は、すべて絶望である。」10 

「わたしたちは日々、御霊は魂と品性に働きかけてくだ

さるよう、神の御霊の啓示を求めなければならない。

ああ、些細なことに気をとられて、どれほどの時間が無

駄になったことだろう。悔い改めて改心しなさい。それ

は主の御前から慰めの時が来るとき、あなたの罪は消

し去られるためである。」11  

「今日、あなたは自分の器を清めて、天の露のために

、すなわち後の雨に備えなければならない。なぜなら、

後の雨は来て、神の祝福がすべての汚れから清めら

れたすべての魂を満たすからである。今日、わたしたち
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の仕事は、わたしたちの魂をキリストに明け渡し、主の

御前からの慰めの時にふさわしいものとされること、聖

霊のバプテスマにふさわしいものとされることである。」12 

 

後の雨は注がれるであろう 

「地上に神の最後のさばきが下るに先だって、主の民

の間に、使徒時代以来かつて見られなかったような初

代の敬虔のリバイバルが起きる。神の霊と力が神の子

供たちの上に注がれる。」 13 

「キリストの体の肢体が最後の闘争の期間『ヤコブの

悩みの時』に近づくにつれて、彼らはキリストへと成長

し、このお方の御霊を大いに受けるようになる。第三

のメッセージが大いなる叫びにまで盛り上がるとき、そ

して、終わりの働きに大いなる力と栄光が伴うとき、神

の忠実な民はその栄光にあずかるようになる。彼らを

よみがえらせ、苦難の時を乗り切る力を与えるのは後

の雨である。彼らの顔は第三天使に伴う光の栄光で

輝くであろう。」14  

「シオンの子らよ、あなたがたの神、主によって喜び楽

しめ。主はあなたがたを義とするために秋の雨を賜い、

またあなたがたのために豊かに雨を降らせ、前のよう

に、秋の雨と春の雨とを降らせられる。」（ヨエル

2:23） 

「『神がこう仰せになる。終わりの時には、わたしの霊を

すべての人に注ごう。そしてあなたがたのむすこ娘は預

言をし、若者たちは幻を見、老人たちは夢を見るであ

ろう。その時には、わたしの男女の僕たちにもわたしの

霊を注ごう。そして彼らも預言をするであろう』。」（使

徒行伝2:17, 18） 

「悩みのときの開始にあたって、われわれが出て行って

もっと徹底的に安息日を宣べ伝えたとき、われわれは

聖霊に満たされた。」15 

「『悩みの時の開始』とここに言われているのは、災害

が降り始めるときのことではなくて、キリストがまだ聖所

におられて、災害がくだり始める直前の短い期間をさ

している。救いの働きが終了しつつあるその時、地上

には悩みが起こり、諸国民は怒り狂うが、第三天使

の働きを妨げないように、まだ抑制されている。その時

に、『後の雨』、すなわち、主のみ前から慰めの時がき

て、第三天使の大きな声に力をそえる。そして、最後

の七つの災害がくだるときに、聖徒たちが立つことがで

きるように準備を与える。」16  

「神の民はその働きを成し遂げたのである。彼らは『後

の雨』と『主のみ前から』来る『慰め』を受けて、自分た

ちの前にある試みの時に対する準備ができた。天使た

ちは、天をあちらこちらへと急ぎまわっている。一人の

天使が地から戻ってきて、自分の働きが終わったことを

告げる。すなわち、最後の試みが世界に臨み、神の

戒めに忠実であることを示した者はみな、『生ける神

の印』を受けたのである。その時イエスは天の聖所での

とりなしをやめられる。」 17 

 

集団としての経験 

満ちみちた聖霊を授けてくださるという神のすばらし

い約束が記された聖書を学ぶとき、わたしたちは、前

の雨のときに聖霊の力が「皆が心を一つにして同じ場

所にいた」人々に集団的に与えられたことを理解すべ

きです。後の雨のとき、神の民は同じような経験をす

るようになります。ゼカリヤ書の聖書の一節にはこうあ

ります。 

「あなたがたは春の雨（後の雨：欽定訳）の時に、

雨を主に請い求めよ。主はいなずまを造り、大雨を

人々に賜い、野の青草をおのおのに賜る。」（ゼカリ

ヤ10:1） 

わたしたちは何度もこの聖書の節を読んできました

が、「後の雨の時に雨を主に願いなさい」という言葉に

重点を置き、主が「野のすべての草に」雨を与えるとい

う節の最後の部分を忘れています。この最後の言葉

は、その時には清められた教会であるはずの野（教

会）にいるすべての人が春の雨を受けることを示して

います。後の雨の祝福を受ける準備を怠った人々が

、彼らのうちに見いだされることはありません。彼らは、

力強いふるいによって神の残りの民から排除されます

。霊感の言葉はそれを非常に明確にしています。 
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「神はその民をふるいにかけておられる。神は清く聖な

る教会をお持ちになる。わたしたちは人の心を読むこと

はできない。しかし、主は教会を清く保つ手段を備え

ておられる。」18  

「ある者は、ふるい落とされて、途中に残された。

勝利と救いを尊んでそのために忍耐強く嘆願し苦悩

した人々に加わらなかった不注意で無関心な人々

は、それにあずからず、暗黒のうちに取りのこされた。そ

して、彼らの場所は、真理を信じて隊列に加わる

人々によって、直ちに補充された。」19 

 

イエスの来臨 

「すべての人を救う神の恵みが現れた。そして、わたし

たちを導き、不信心とこの世の情欲とを捨てて、慎み

深く、正しく、信心深くこの世で生活し、祝福に満ちた

望み、すなわち、大いなる神、わたしたちの救主キリス

ト・イエスの栄光の出現を待ち望むようにと、教えてい

る。」 (テトス2:11–13) 

「キリストの品性が完全にキリストの民の中に再現され

たときに、彼らをご自分のところに迎えるために、主はこ

られるのである。主イエス・キリストの再臨を待ち望む

ばかりでなく、それを早めることが、すべてのクリスチャン

の特権である。」20 

「そのとき、人の子のしるしが天に現れるであろう。また

そのとき、地のすべての民族は嘆き、そして力と大いな

る栄光とをもって、人の子が天の雲に乗って来るのを、

人々は見るであろう。また、彼は大いなるラッパの音と

共に御使たちをつかわして、天のはてからはてに至るま

で、四方からその選民を呼び集めるであろう。」（マタ

イ24:30, 31） 

「人の子が栄光の中にすべての御使たちを従えて来る

とき、彼はその栄光の座につくであろう。そして、すべて

の国民をその前に集めて、羊飼が羊とやぎとを分ける

ように、彼らをより分け、羊を右に、やぎを左におくであ

ろう。そのとき、王は右にいる人々に言うであろう、『わ

たしの父に祝福された人たちよ、さあ、世の初めからあ

なたがたのために用意されている御国を受けつぎなさ

い』。」（マタイ25:31–34） 

 

結論 

クリスチャン時代の初めに初期の弟子たちが以前の雨

を受けたときの体験について読むと、二階の広間にい

た人々が集団で聖霊のバプテスマを受けたことがわか

ります。他の教会員はその後、個別に受けました。 

わたしたちの時代にも同じことが起こるでしょうか。後

者の雨については語られており、わたしたちは将来起

こる出来事としてそれについて頻繁に祈ってきました。

それはいつ実現するのでしょうか？この素晴らしい祝

福を受けるのが遅れたのは主の責任ですか?聖書は

次のようにわたしたちに教えています。「このように、あ

なたがたは悪い者であっても、自分の子供には、良い

贈り物をすることを知っているとすれば、天の父はなお

さら、求めて来る者に聖霊を下さらないことがあろう

か」。（ルカ11:13） 

数週間後、神の残りの教会の代表者たちが集まり

ます。2025年の世界総会で代表者たちに聖霊が注

がれるでしょうか？その時、後の雨のすばらしい約束を

受けられるでしょうか。親愛なる兄弟たちよ、その偉大

な祝福に備えましょう。主は聖霊のバプテスマを受け

たいと願うすべての人を助けてくださいます。預言の霊

はわたしたちにこう助言しています。 

「神の天使たちは品性の発達を見守り、道徳的価値

を量っている。恩恵期間はほとんど終わりかけているが

、あなたは準備ができていない。ああ、警告の言葉が

あなたの魂に焼きつけられる！準備せよ！準備せよ

！」21  

皆さんの仲間の僕として、2025年の総会に代表と

して参加するすべての人にお願いがあります。どうか、

空になって、先入観を捨てて、徹底的な準備をし、

神と人との平和を得て、良心の呵責なく、聖霊のバプ

テスマを受ける準備をして、総会へ向かってください。

待ち望まれていた約束が果たされないとだれが知るで

しょうか。そしてわたしたち皆、代表ではない兄弟たち

は、自分の罪が除去されるように、自分の生活を吟
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味し、神と互いに罪と過ちを告白し、許しを求めるべ

きです。そして主がご自分の僕たちに大いなる祝福の

雨を降らせてくださるように、総会の成功を求めて熱

心に祈るべきです。預言の霊はわたしたちにこう勧め

ています。 

「クリスチャンは不和をとり除き、失われた者を救う

ために神に献身しよう。信仰をもって祝福を求め

るときに、それは与えられるのである。使徒時代の

聖霊の降下は、『秋の雨』であったが、その結果

はすばらしかった。しかし『春の雨』はもっと豊かな

ものとなるであろう。」22 

「今日、あなたは自己を空にし、妬み、嫉妬、悪意、

争い、また神を辱めるすべてのものを空にすることがで

きるように、神に自らを捧げるべきである。今日、天の

露、後の雨に備えるために、自分の器を清めるべきで

ある。なぜなら、後の雨は来て、神の祝福がすべての

汚れから清められたすべての魂を満たすからである。

今日、わたしたちの仕事は、わたしたちの魂をキリスト

に明け渡し、主の御前からの慰めの時にふさわしいも

のとされること、聖霊のバプテスマにふさわしいものとさ

れることである。」23  

アーメン！    

 

引用： 

1. 牧師への証506 

2. 各時代の大争闘下巻382 

3. キリストへの道51 
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6. 各時代の大争闘下巻382〔()は原文のまま〕 

7. 患難から栄光へ上巻31 

8. 患難から栄光へ上巻45 

9. 初代文集149、150 

10. 各時代の大争闘下巻394 

11. あなたがたは力を受けるであろう319 

12. ﾚﾋﾞｭｰ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍﾗﾙﾄﾞ1892年3月22日 

13. 各時代の大争闘下巻190 

14. ﾚﾋﾞｭｰ･ｱﾝﾄﾞ･ﾍﾗﾙﾄﾞ1862年5月27日 

15. 初代文集93  

16. 同上173 

17. 各時代の大争闘下巻385、386 

18. 教会への証1巻99  

19. 初代文集439、440 

20. 主よ来たりませ 112  

21. 教会への証2巻401 

22. 各時代の希望下巻377 

23. 神の驚くべき恵み205 
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安息日2024年12月14日 

イエス・キリストの来臨の時 
マルセロ・ポンス著 — ドイツ 

 

「祝福に満ちた望み、すなわち、大いなる神、わたした

ちの救主キリスト・イエスの栄光の出現を待ち望むよう

にと、教えている。」（テトス2:13） 

「聖書に啓示された最も厳粛で、最も輝かしい真理

の一つは、キリストが、贖罪の大きな業を完成するた

めにふたたび来られるという真理である。長い間、「死

の地、死の陰」をたどってきた神の旅人たちにとって、

「よみがえりであり、命で」あり、「追放されたものを帰ら

せ」られる主の出現の約束は、尊く喜びに満ちた希望

であった。キリストの再臨という教義は、聖書の基調そ

のものである。」 1 

わたしが家族と初めて教会の集会に参加したのは

、11歳のときでした。そこで初めて、イエス・キリストの

来臨の時が再び地球に来るという素晴らしいメッセー

ジを聞き始めました。預言の中で明らかにされた偉大

な出来事は、預言通りの時期に正確に成就しており

、わたしたちがその出来事を間もなく見ることができる

という証拠です。 

 

このお方の約束 

イエスが最後に祈るためにゲツセマネに行かれる少

し前に、イエスは弟子たちに、地上での使命が終わり

に近づいているため、彼らをおいて、今は一緒に行け

ない場所に戻ることを宣言されました。 

悲しみとおそらくは見捨てられると感じた弟子たちの自

然な反応を見て、イエスは彼らにこう言われました。「

あなたがたは、心を騒がせないがよい。」（ヨハネ14:

1） 

その言葉は、彼らに希望を与えました。そして、彼らと

同じようにまた、イエスは、信者一人ひとりが、イエスは

自分たちの生活に関するすべての事情を知っておられ

、彼らの魂が平安を得るために必要な全てのものを

有しておられるということを知って確信を持てるようにし

たいと望んでおられます。それからこのお方は彼らに次

のように言われました。「わたしの父の家には、すまい

がたくさんある。もしなかったならば、わたしはそう言って

おいたであろう。あなたがたのために場所を用意しにい

くのだから。」（ヨハネ14:2） 

住まいとは家庭を意味しており、家庭とは通常、わ

たしたちがみな安全、平和、幸福を見いだす場所で

す。その約束は、わたしたち一人びとりを大いに鼓舞

するものとなるべきです。わたしたちはまた「おおかみと

子羊とは共に食らい、ししは牛のようにわらを食ら」う

家郷に着くのです（イザヤ65:25）。その家郷は、

今日わたしたちに悲しみや不安を生じさせるいっさい

のものから全くかけ離れたものであり、そこで神は、「人

の目から涙を全くぬぐいとってくださる。もはや、死もな

く、悲しみも、叫びも、痛みもない。」（黙示録

21:4） 

しかし、次の約束は先の約束と同様におおいなるも

のでした。「そして、行って、場所の用意ができたなら

ば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。

わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである。」

（ヨハネ14:3）。「また来る」は、その時弟子たちが

必要としていた乳香でした。彼らはまだ自分たちを待

ち受けている試練を知りませんでしたが、それ以来、こ

の約束が彼らの注意の中心となり、イエスの再臨を説

教しに出て行き、あらゆる国民、部族、言語、民族に

イエス・キリストを知らせようと努める動機となるのでし

た。 

 

このお方の昇天と来臨 

復活から40日後、イエスは弟子たちを、ベタニヤ近

くのオリブ山へ連れて行かれました。そこはイエスが拒
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絶され、死刑を宣告されたエルサレムの町の前でした

。それは別れの時であり、見いだされた迷子の羊を代

表するこの男女のグループに最後の指示を与える機

会でした。イエスの言葉は彼らの欠点や失敗を非難

するものではなく、最も深い優しさと同情の言葉でした

。 

「祝福のうちに、そしてあたかも主の守りを保証す

るかのように、両手をひろげて、イエスはゆっくり彼

らを離れて上昇され、地上のどんな引力よりも強

い力によって天の方へ引きあげられた。イエスが上

の方へのぼって行かれると、畏敬の念にうたれた

弟子たちは、昇天される主の最後の面影を目を

こらしてみつめた。栄光の雲がイエスを彼らの目か

らかくした。そして雲のような天使たちの戦車がイ

エスを受けると、『見よ、わたしは世の終りまで、い

つもあなたがたと共にいるのである』ということばが

弟子たちのもとに返ってきた（マタイ28:20）。

同時に天使の合唱隊から最高の美しさとよろこ

びに満ちた音楽の調べがただよってきた。」 2 

そのとき、人間の姿をした二人の強力な天使が、

天を見つめていた弟子たちへの同情と愛から、彼らに

近づき、尋ねました。「ガリラヤの人たちよ、なぜ天を

仰いで立っているのか。あなたがたを離れて天に上げ

られたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたが

たが見たのと同じ有様で、またおいでになるであろう。」

（使徒行伝1:11）。これはイエスがずっと前に彼ら

に告げておられた「人の子が栄光の中にすべての御使

たちを従えて来るとき、彼はその栄光の座につくであろ

う」というメッセージと同じでした（マタイ25:31）。こ

れは、ヨハネがパトモス島で受けていた「見よ、彼は、

雲に乗ってこられる。すべての人の目、ことに、彼を刺

しとおした者たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上

の諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう。し

かり。アァメン。」と同じ啓示でした（黙示録1:7）。

天使たちは、昇天するのを見ていたのと同じイエスが、

同じ有様で再び来られることを彼らに保証しました。

確かに、イエスは雲に乗って来られ、すべての人の目

がイエスを見るのです。 

 

このお方の来臨のしるし 

終わりの時についてもっと理解することは弟子たちの注

意を引くものでした—

そしてそれはわたしたちの注意も引くはずです。彼らは

ひそかにイエスのもとへ来てたずねました。「どうぞお話

しください。いつ、そんなことが起こるのでしょうか。あな

たがまたおいでになる時や、世の終りには、どんな前兆

がありますか」（マタイ24:3）。 

技術が発達し、近代的な交通手段で旅行する場所

では、目的地までの残りの距離や選択したルートの

変更の可能性について、衛星ナビゲーターやGPSデ

バイスが発信する信号に細心の注意を払います。道

路近くの標識も役立ちます。聖書の預言は、わたした

ちがどこにいるかを時間通りに知らせてくれる 

GPSのようなもので、準備を整えて安全に目的地ま

で案内してくれます。   

 

欺瞞 

「そこでイエスは答えて言われた『人に惑わされないよ

うに気をつけなさい。多くの者がわたしの名を名のって

現れ、自分がキリストだと言って、多くの人を惑わすで

あろう。』」（マタイ24:4, 5）

なぜキリストは終わりの前の最初のしるしとしてこれを

提示なさったのでしょうか。答えは、使徒ペテロによって

次のように与えられています。 

「身を慎み、目をさましていなさい。あなたがたの敵で

ある悪魔が、ほえたけるししのように、食いつくすべきも

のを求めて歩き回っている。」（ペテロ第一5:8）。 

親愛なる兄弟姉妹の皆さん、サタンも聖書の預言を

知っており、キリストの再臨が彼の恐怖政治に終止符

を打つことを知っています。だからこそ、彼は非常に狡

猾で陰謀を駆使して、まるでししが獲物を攻撃する

前に観察するように、真実の一部を混ぜ合わせた偽

りの教義を導入して信者をわなに陥らせるのです。イ

スラム教、仏教、不可知論（ふかちろん：哲学の一

種）、その他の哲学的潮流が世界中に広まったこと



36 

 

により、天地の創造者である唯一の真の神のご品性

に対する人間の認識がゆがめられ、人は唯一の真の

知識の源である聖書から遠ざけられています。 

わたしたちの唯一の安全は、多くの祈りと献身をもって

聖書を研究することにあります。それだけがわたしたち

を誤りから守ることができます。もしわたしたちがそうす

るなら、たしかに次を確認することができます。「ただ律

法とあかしとに求めよ。もし彼らがこの言葉によって語

らないなら、それは彼らのうちに光がないからである。」

（イザヤ8:20欽定訳）。

もしそれらを頻繁に研究するなら、わたしたちを確固た

るものにすることができる唯一の宝、『そう記されている

』を思いにたくわえることができます。しかし、警告：技

術の進歩に伴い、信者が従来の紙の聖書を読むこと

を放棄しているのを目にします。一方で、完全な図書

館、教科、賛美歌などを電子機器に常に持ち運ぶこ

とが容易になりました。しかしその一方で、わたしたちに

届いたメッセージのわずかなサインや、ちょっとした気を

散らす瞬間に、わたしたちは勉強を放棄し、すぐに思

いはその瞬間とは関係のない別のことに変わってしま

います。サタンは、この方法を使って、いとも簡単に信

者たちを真理の研究から引き離すことに何度も成功

してきました。 

 

戦争、疫病、飢饉、地震 

イエスはご自分の弟子たちに次のように警告されまし

た。「また、戦争と戦争のうわさとを聞くであろう。注意

していなさい、あわててはいけない。それは起こらねば

ならないが、まだ、終わりではない。民は民に、国は国

に敵対して立ち上がるであろう。またあちこちに、ききん

が起こり、また地震があるであろう。」（マタイ24:6, 

7）

近年、わたしたちは国々が生きている大変動を目撃

してきました。現在、だれもが平和を求めている一方

で、大規模な戦争が勃発し、世界中で何千人もの

人々が命を落としています。多くの国での戦争や政治

的不安定によって引き起こされた何千人もの難民の

避難は、彼らをさまざまな方向に導き、痛みと飢餓が

蔓延する真の人道的危機を生み出しています。こう

した恐怖にも関わらず、大国の億万長者の予算は、

戦争を続けるための武器や弾薬の購入に割り当てら

れています。 

近年、わたしたちは国々が生きている大変動を目撃

してきました。現在、だれもが平和を求めている一方

で、大規模な戦争が勃発し、世界中で何千人もの

人々が命を落としています。多くの国での戦争や政治

的不安定によって引き起こされた何千人もの難民の

避難は、彼らをさまざまな方向に導き、痛みと飢餓が

蔓延する真の人道的危機を生み出しています。こう

した恐怖にも関わらず、大国の億万長者の予算は、

戦争を続けるための武器や弾薬の購入に割り当てら

れています。 

一方、ある国では食糧が豊富にあり、ファストフードや

ジャンクフードの摂取で多くの人が病気になり、毎日

何千トンもの食糧がゴミ箱に捨てられている一方で、

何千人もの人が飢えで死んでいる場所もあります。2

1世紀には、あらゆる技術が進歩し、物資の輸送が

容易かつ迅速に行えるようになったため、そのような状

況を受け入れがたいことです。飲料水がないために病

気になったり、食べるものがないため衰弱したりして人

が死ぬ場所もあります。ここ数十年の間に発生した自

然災害も、イエスが言及したしるしの一つです。干ば

つにより地球上の一部の地域で生命が絶滅する一

方、異常な大雨や竜巻、ハリケーンによる洪水は破

壊と何千人もの犠牲者を残します。近年、さまざまな

場所で激しい地震が発生し、その勢力が増している

だけでなく、犠牲者の数も増えています。 

「地震、大竜巻、火事、洪水による破壊、人命財産

の大損害などを、なんと度々耳にすることであろう。一

見、こうした災害は、人間の力を超えた自然の猛威

が突発的に起こしたものと思われるであろう。しかし、

その中にあって、神のみこころを悟ることができるのであ

る。神は、こうした方法によって、人々に、彼らの危険

を自覚させようとしておられるのである。」3 

これらの現象の説明と防ぐ方法を求めている科学者

や哲学者は、すべては気候変動の産物であり、また
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自然がこのように反応する原因はこれだと結論付けて

います。繰り返しになりますが、人間の理論は、これら

の出来事の本当の理由から人々の耳をそらします。

人間の邪悪な行為によって自然が苦しみ、変化して

いるのは事実ですが、イエスが言及したしるしであるこ

れらのことを無視してはなりません。また、地球を破壊

した人々が苦しむことになる結果も無視してはなりま

せん。「諸国民は怒り狂いましたが、あなたも怒りをあ

らわされました。そして、死人をさばき、あなたの僕なる

預言者、聖徒、小さき者も、大いなる者も、すべて御

名をおそれる者たちに報いを与え、また、地を滅ぼす

者どもを滅ぼして下さる時がきました。」（黙示録

11:18）。創造の大いなる働きは完全に根絶されよ

うとしています。そしてその悪化に責任のある人々は

罰せられます。 

イエスがご自分の弟子たちに宣言されたこれらの出来

事は、時間を区別する方法を知るためのガイドとして

役立つでしょうか。はい、たしかに役立ちます。わたした

ちは日にちを設定することはできません。ただしるしを

解釈し、わたしたちの世界とその住民に残された時間

があまり多くないことを理解できるだけです。「その日、

その時は、だれも知らない。天の御使たちも、また子も

知らない、ただ父だけが知っておられる。」(マタイ

24:36) 

 

歴史は繰り返す 

イエスは、終わりの時は洪水の前と同様であろうと指

摘されました。「人の子が現れるのも、ちょうどノアの時

のようであろう。すなわち、洪水の出る前、ノアが箱舟

にはいる日まで、人々は食い、飲み、めとり、とつぎな

どしていた。そして洪水が襲ってきて、いっさいのものを

さらって行くまで、彼らは気がつかなかった。人の子の

現れるのも、そのようであろう。」（マタイ24:37–

39） 

食べること、飲むこと、結婚することは違法なことでは

ありません。これらが神にとって忌むべきものとなったの

は、人間が極端な行動をとったからです。今日最も一

般的な病気は、悪い食習慣や飲酒習慣、座りがち

な生活、健康に有害な物質の使用や乱用が主な原

因です。大都市で吸い込むような有毒物質への長期

にわたる露出や、タバコや麻薬の使用は多くの病気の

原因となっているだけでなく、退行性疾患や自己免

疫疾患になりやすい遺伝子変異の原因にもなってい

ます。ソドムとゴモラで起こったことや、約束の地を目

前にしたシッテムのイスラエルの人々の体験は、官能

性と制御されない情熱が、人間を神の前で想像し得

る最も忌まわしく下劣な行為に導く可能性があること

を教えるために記録された警告です。「どの時代にも、

官能の耽溺という岩に乗り上げて難破した人々が大

ぜいいた。時が終わりに近づき、神の民が天のカナン

の境界に立つとき、サタンは、昔と同じように、彼らをよ

い地にはいらせまいとして、いっそう努力する。彼はひと

りひとりにわなをしかける。気をつけなければならないの

は、無知で無教育な人々ばかりではない。彼は最も

高い地位、最も聖なる職務の人々をも誘惑する。も

し彼らをいざなってその魂を堕落させることができれ

ば、彼らを通して多くの人々を滅ぼすことができる。そ

して彼は今も、三千年前に用いたのと同じ手段を用

いる。この世の交わり、美貌の魅力、快楽の追求、歓

楽、安楽、飲酒などによって、彼は第七条を犯させよ

うとする。」4 

 

このお方の来臨を早める 

「主イエス・キリストの再臨を待ち望むばかりでなく、そ

れを早めることが、すべてのクリスチャンの特権であ 

る。（ペテロ第二3:12文語訳参照）キリストの名を

となえるすべての者が、神のみ栄えのために実を結ぶ

なら、福音の種は、どんなにすみやかに、全世界にま

かれることであろう。世界の最後の大収穫は、急速に

熟すであろう。そして、この尊い実を集めるために、キリ

ストはおいでになるのである。」5 

イエス・キリストの再臨という祝福された希望について

語ることは、わたしたちの特権です。また、バプテスマの

ヨハネが主の初臨の道を備えるために行なったのと同

じ改革の働きを行なうことも、わたしたちの特権です。
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「改革の大きな主題は、人々を奮い立たせ、大衆の

心をかき立てるべきである。すべてのことにおける節制

は、神の民を偶像崇拝、大食い、衣服やその他のも

のにおける浪費から引き戻すために、メッセージと結び

付けられるべきである。」6  

今こそ、神の戒めに従うことで、わたしたちが神を本当

に愛していることを明らかにするべき時であり、生活を

変える時です。無駄にする時間はありません。わたし

たちは、天の住まいに移される準備をしている人々の

品性を表さないものすべてに対して、断固として扉を

閉ざさなければなりません。わたしたちの行いは、「わた

したちの国籍は天にある。そこから、救主、主イエス・

キリストのこられるのを、わたしたちは待ち望んでいる。

」（ピリピ3:20）ということを実証するべきです。 

 

わたしたちの準備 

「ある人々がおそいと思っているように、主は約束の実

行をおそくしておられるのではない。ただ、ひとりも滅び

ることがなく、すべての者が悔改めに至ることを望み、

あなたがたに対してながく忍耐しておられるのである。」

（ペテロ第二3:9） 

わたしたちが今日享受している恩恵期間の唯一の目

的は、わたしたちがそれをキリストの来臨という大いな

る日のために献身と準備に使用するためです。一日

過ぎることは、終わりへのカウントダウンにおいて一日

減ることを意味しています。イエスがまだ戻って来られ

ないのは、ただわたしたちに時間を与え、徹底的な悔

い改めと、生活における深い本物の改心を経験でき

るためです。 

わたしたちの救出は、しみも汚れもない小羊であるキ

リストの尊い血によってなされました（ペテロ第一 

1:18, 

19）。それは、「目がまだ見ず、耳がまだ聞かず、人

の心に思い浮びもしなかったことを、神は、ご自分を愛

する者たちのために備えられた」住まいに到着するため

です（コリント第一 

2:9）。この世が提供する魅力、祝宴や伝統、不必

要なファッションや装飾、不健康な食べ物や飲み物、

金銭やこの世の所有物への愛によって、主の再臨と、

また今こそ準備すべき時であるというメッセージからわ

たしたちを引き離さないようにしましょう。 

 

結論 

神の恵みだけが、主の再臨に備えるために助けること

ができます。聖霊の働きだけが、悔い改めと改心の呼

びかけにおいてわたしたちを説得することができます。

わたしたちの日々の祈りが「御国が来ますように」とな

るように。祝福された希望が、悪と苦しみに満ちたこの

暗い世界でわたしたちの旅路を照らすたいまつのよう

になるように。わたしたちの目的が、最高の賞与（ピリ

ピ3:14）を目指して、毎日、すべての行動において

イエスを反映するために、目標に向かって絶えず努力

することでありますように。純粋で汚れのない宗教（ヤ

コブ1:27）が、わたしたちの中のキリストという結果に

なりますように。 

「キリストの品性が完全にキリストの民の中に

再現されたときに、彼らをご自分のところに迎え

るために、主はこられるのである。」7 

マラナタ、主が来られる！主は宣言なさいます。「確か

に、わたしはすぐに来る。アーメン。主イエスよ、そのと

おり、来てください。」（黙示録 22:20）。アーメン。   

 

引用： 

1. 各時代の大争闘上巻385 

2. 各時代の希望下巻381、382   

3. 国と指導者上巻244 

4. 人類のあけぼの下巻71 

5. キリストの実物教訓47 

6. 教会への証3巻62   

7. キリストの実物教訓47 
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日曜日 2024年12月15日 

栄光の王国 
ロムロ・ボルジェス著 — ブラジル 

 

この祈祷週を終えるにあたり、わたしたちは秘密と発

見に満ちた旅を終えようとしているかのようです。聖書

は、ある啓示から次の啓示へとわたしたちを導き、羅

針盤の役割を果たしてきました。使徒行伝3:19と2

0の聖句に基づいて、わたしたちは悔い改め、改心、

罪の除去、慰めの時、イエスの再臨などの重要なテー

マを探求してきました。さて、最終回は「栄光の王国」

について掘り下げていきます。 

この王国は、地上の境界や人間の時間によって制限

される普通の王国ではありません。それは、宇宙その

ものと同じくらい広大で堂々とした永遠の現実であり、

わたしたちの主イエス・キリストの揺るぎない正義に根

ざしています。時と嵐の試練に耐える灯台のように、こ

の王国はダニエル書 2 章 44 

節に次のように描写されています。「それらの王たちの

前に、天の神は一つの国を立てられます。これはいつ

までも滅びることがなく、その主権は他の民にわたされ

ず、かえってこれらのもろもろの国を打ち破って滅ぼす

でしょう。そしてこの国は立って永遠にいたるのです。」 

したがって、この栄光ある王国の永遠の約束を一

緒に探求するよう皆さんをお招きします。 

 

恵みの王国と栄光の王国 

聖書は、神の王国を2つの異なる段階を浮き彫りにし

ています。 

 

(1) 恵みの王国と  

(2) 栄光の王国 

 

栄光は先に恵みが現れなければ存在できません。し

たがって、栄光の王国に入るには、まず恵みの王国に

あずかることが不可欠です。 

イエスがガリラヤで宣教を始められたとき、次の言葉で

神の国の到来を宣言されました。「時は満ちた、神の

国は近づいた。悔い改めて福音を信ぜよ。」（マルコ

1:14, 15） 

「イエスが教えたり病人をいやしたりしながらガリラヤを

旅行されると、町や村から、群衆がみもとに集まって

きた。…この世界にとって、このような時代はこれまで

かつてなかった。天の神が、人々のもとにくだられたの

である。イスラエルの救いを長い間待って、飢えかわ

いていた魂は、いま恵み深い救い主の恩恵のふるま

いにあずかった。」1 

イエスが告げた恵みの王国は、カルバリーの十字架で

頂点に達しました。そこでイエスはわたしたちの代わり

になり、罪の宣告からわたしたちを贖うためにわたした

ちの身代わりとして死なれました。イエスの恵みの備え

により、人類は罪の許し、神との和解、そして完全な

救いを受けます。エペソ人への手紙2章8節にこう書

かれています。「あなたがたが救われたのは、実に恵み

により、信仰によるのである。それは、あなたがた自身

から出たものではなく、神の賜物である。」 

イエスはまた、再臨のときに将来、神の王国が来ること

もお教えになりました。イエスの様々な教えの中で、こ

の点についてマタイ25 章 31 節から 34 

節が語っていることに注目します。 

「人の子が栄光の中にすべての御使たちを従えてくる

とき、彼はその栄光の座につくであろう。そしてすべての

国民をその前に集めて、羊飼が羊とやぎとを分けるよ

うに、彼らをより分け、羊を右に、やぎを左におくであろ

う。そのとき、王は右にいる人々に言うであろう、『わた

しの父に祝福された人たちよ、さあ、世の初めからあな
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たがたのために用意されている御国を受けつぎなさ

い。』」（マタイ25:31－34） 

「キリスト初臨のメッセージが、キリストの恩恵の王国を

宣言したように、キリスト再臨の使命は、キリストの栄

光の王国を宣言している。そして第二の使命は、第

一の使命と同じに、預言に基づいている。」 2 

マタイ章にある栄光の王国を指す「王国」という言葉

は、イエスが神の普遍的な王国を確立する終わりの

時代に何が起こるかを説明するために使われています

。この出来事は将来のことですが、主が来られるという

約束は現実です。主ご自身がこう言われたからです。 

「あなたがたは、心を騒がせないがよい。神を信じ、ま

たわたしを信じなさい。わたしの父の家には、すまいが

たくさんある。もしなかったならば、わたしはそう言ってお

いたであろう。あなたがたのために、場所を用意しにい

くのだから。そして、行って、場所の用意ができたなら

ば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。

わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである。」

（ヨハネ14:1–3） 

これらの貴重な啓示に基づいて、キリスト教徒は現在

の贖いの保証の中で生きるだけでなく、栄光の王国に

おける最終的な贖いの希望の中で生きるのです。 

 

栄化は臣民を栄光の王国に住むことができるように

する 

栄化とは、人間を変えて、罪の結果から解放し、不

滅にする神の仕上げです。コリント人への第一の手紙

15:51節と52節が宣言していることを考えてみましょ

う。「ここで、あなたがたに奥義を告げよう。わたしたち

すべては、眠り続けるのではない。終りのラッパの響き

と共に、またたく間に、一瞬にして変えられる。というの

はラッパが響いて、死人は朽ちない者によみがえらさ

れ、わたしたちは変えられるのである。」 

キリストを信じる者の現在の体は、死すべきもので

あり、劣化し、もろいため、天の命には適していません

。信者は人生において聖霊の豊かさを享受しますが、

その体には依然として死の痕跡が残っています。その

ため、キリストの再臨のときに鳴る最後のラッパの音で

、キリストは信者に新しい体を与えてくださるのです。 

この新しい体は、不滅で、栄光に満ち、罪から解

放され、不死であり、永遠の命のために準備ができて

います。キリスト教徒の生来の体は、神の栄光に耐え

ることができ、昇天の準備が整った霊的な体に変えら

れます。 

神は、復活した聖徒たちと死を経験しなかった忠実な

人々の両方に、この変化を与える神聖な仕上げを行

われます。 

『各時代の大争闘』という本は、この考えを美しく表

現しています。 

「キリストは、わたしたちの卑しい体を造り変えて、ご自

身の栄光の体に似たものとしてくださる。一度罪に汚

されてしまって美を失い、死ぬべき、朽ち果てるべきも

のとなった体が、完全な、美しい、不死のものとな

る。」 3 

すべてが完全になる！この変化は人体の構造に影

響を与えますが、各個人の特徴は保持され、贖われ

た人たちはお互いを認識できます。 

「わたしたちの個人的な特徴は復活において保存さ

れる。罪の呪いの最後の痕跡は取り除かれ、キリスト

の忠実な者たちは『わたしたちの主なる神のうるわしさ

』のうちに現れ、心と魂と体が主の完全なかたちを反

映する。」4  

 

栄光の王国の特徴 

栄光の王国について語るとき、わたしたちは神のパラダ

イス、新地、そして新天について考えます。しかし、人

間の言語は天国の栄光を表現するには不十分であ

ることを認めることが重要です。すべての言語は、神の

パラダイスを適切に描写するには不十分です。各時

代の大争闘下巻463ではこの点が強調されています

。 

「人間の言葉では、義人の受ける報いを十分に描写

することはできない。それは見るものだけがわかるであ

ろう。限りある人知では、神のパラダイスの栄光を理
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解することができない。」 各時代の大争闘下巻463 

人間の言語の限界にもかかわらず、わたしたちは預言

者の言葉から霊感を引き出し、わたしたちの想像力

が神聖なパラダイスへ向かってわたしたちを案内するこ

とができます。黙示録の中の啓示で、使徒ヨハネは神

の永遠の御国の天来の栄光の一筋をとらえる祝福に

あずかりました。彼は黙示録21:1-5の説明の中で

次のように述べています。 

「わたしはまた、新しい天と新しい地とを見た。先の天

と地とは消え去り、海もなくなってしまった。また、聖な

る都、新しいエルサレムが、夫のために着飾った花嫁

のように用意をととのえて、神のもとを出て、天から下っ

て来るのを見た。また、御座から大きな声が叫ぶのを

聞いた、『見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と

共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にいまし

て、人の目から涙を全くぬぐいとってくださる。もはや、

死もなく、悲しみも、叫びも、痛みもない。先のもの

が、すでに過ぎ去ったからである』。すると御座にいます

方が言われた、『見よ、わたしはすべてのものを新たに

する』。また言われた『書きしるせ。これらの言葉は、

信ずべきであり、まことである』。」 

ヨハネの預言的な描写に基づいて、わたしたちは栄

光の王国のいくつかの特徴を浮き彫りにすることができ

ます。 

 

新しくされた地と天のエルサレム 

「新地」という表現は、新しい創造を意味します。罪

が深く影響した惑星は破壊され、神の裁きの炎によっ

て焼き尽くされます。サタンとその天使、そしてすべての

邪悪な者は完全に滅ぼされます。マラキ書4章1節が

次のように語っています： 

マラキ4:1「万軍の主は言われる、見よ、炉のように

燃える日が来る。その時すべて高ぶる者と悪を行う者

とは、わらのようになる。その来る日は、彼らを焼き尽く

して、根も枝も残さない。」 

罪の扇動者（サタン）の滅亡と惑星の清めにより、

エデンの栄光が回復されます。被造物は創造主と調

和し、新エルサレムが新たな地球の首都となります。 

 

新エルサレムの栄光 

新しいエルサレムの描写は、その美しさと壮麗さでわた

したちに感銘を与えます。それは神の栄光で輝き、宝

石のように、へき玉のように、水晶のような輝きを放ち

ます。（黙示録 21:10、11参照） 

 

人類の中の神の幕屋 

主はご自分の民と共におられます。神は、ご自分が贖

われた人々、つまり今や永遠の神の子たちと共に住む

ことを選ばれます。彼らは永遠に神の尊いご臨在とこ

のお方の光を享受するのです。彼らを贖われたキリス

トは彼らの傍らに立たれます。救われた人々は永遠に

わたって神と顔を合わせて礼拝する特権を持つように

なります。神の幕屋が彼らの中にあり、エホバと贖われ

た人々の間に親密で愛に満ちた関係が築かれます。 

「神の民は天父とみ子とに自由に交わる特権がある。

『わたしたちは、今は、鏡に映して見るようにおぼろげ

に見ている』（コリント第一13:12）。われわれは神

のみ姿が、自然界のみ業と人間に対する神の取り扱

いとに反映しているのを、ちょうど鏡の中に見るように

見ている。」5  

 

 

もう悲しみも涙もない 

パトモスの預言者ヨハネは、神のパラダイスにおける永

遠の喜びと幸福の状況を次のように描写しました。 

「人の目から涙を全くぬぐいとって下さる。」（黙示録

21:4） 

新地、すなわち栄光の王国は救われた者たちの永遠

の故郷となり、悲しみや涙の原因となるすべての理由

が過去のものとなるため、そこにはもう涙はありません。 

「主にあがなわれた者は帰ってきて、その頭に、とこしえ

の喜びをいただき、歌うたいつつ、シオンに来る。彼ら

は楽しみと喜びとを得、悲しみと嘆きとは逃げ去る。」

（イザヤ35:10） 
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もう病気はない 

新地では、もはや病気はありません。病院も医者も

治療も必要ありません。罪の結果はすべて取り除か

れ、「わたしは病気だ！」と言う人はだれもいないので

す。 

「そこに住む者のうちには、『わたしは病気だ』と言う者

はなく、そこに住む民はその罪がゆるされる。」（イザヤ

33:24） 

「その時、見えない人の目は開かれ、聞えない人の耳

は聞えるようになる。その時、足の不自由な人は、し

かのように飛び走り、口のきけない人の舌は喜びを歌

う。それは荒野に水がわきいで、さばくに川が流れるか

らである。」（イザヤ35:5, 6） 

 

死や葬列はもうない 

地上の生活では、死は多くの幸せな物語に終止符を

打ちます。新地では、死も葬列も墓もありません。 

「主はとこしえに死を滅ぼし、主なる神はすべての顔か

ら涙をぬぐい、その民のはずかしめを全地の上から除

かれる。これは主の語られたことである。」（イザヤ

25:8）。 

そして死を経て復活した者は、「死は勝利にのまれて

しまった」と宣言します（コリント第一15:55）。 

 

栄光の王国での成長 

新地では、救われた者たちは神の愛の素晴らし

さを探求し、神の創造力についてさらにもっと理

解を深めるためにたゆまぬ研究を続けます。 

「そこでは、不死の者たちが、創造力の驚異、

贖いの愛の奥義を、永遠に尽きない喜びをもっ

て研究する。人を誘惑して神を忘れさせるような、

残酷で欺瞞的な敵はもういない。すべての才能

が発達し、すべての能力が増大する。知識を獲

得するのに、頭脳を疲れさせたり、精力を使いき

ってしまったりするようなことはない。そこではどん

な大きな企画も実行され、どんな遠大な抱負も

達成され、どんな大望も実現される。そしてそれ

でもなお、越えるべき新しい高いところ、感嘆す

べき新しい驚異、理解すべき新しい真理、頭と

心と体の能力を呼び起こす新たな対象が現わ

れてくる。 

宇宙のすべての宝は、贖われた神の民が研究

するために開放される。死ぬべき人間という拘束

をうけないで、彼らは、はるかに遠い他世界  

―  人間の悲惨な光景を見て悲しみに身を震

わせ、一人の魂が救われた知らせに歓喜の歌を

ひびかせた他世界  ―  へ、疲れも覚えず飛

行する。言葉では言い尽くすことのできない喜び

をもって、地上の子らは、他世界の住民たちの

喜びと知恵にあずかる。世々にわたって神のみ

手の業を熟視して得られた知識と悟りの宝に、

彼らは共にあずかる。くもりのない目をもって、彼

らは創造の栄光を見つめる。すなわち、もろもろ

の太陽や星や天体が、おのおのその定められた

軌道を通って、神のみ座の周囲を運行している

のを見るのである。最も小さなものから最も大き

なものに至るまで、すべてのものの上に、創造主

のみ名が書きしるされ、すべてのものらの中に神

の力の富が示されている。 

永遠の年月が経過するにつれて、神とキリストに

ついてますます豊かでますます輝かしい啓示がも

たらされる。知識が進歩していくように、愛と尊敬

と幸福も増していく。人々は神について学べば学

ぶほど、ますます神のご品性に感嘆するようになる。

イエスが彼らの前に、贖いの富と、サタンとの大争

闘における驚くべき功績とをお示しになると、贖わ

れた者たちの心はいっそう熱烈な献身の念に燃え

立ち、いよいよ喜びに満たされて黄金の立琴をか

き鳴らし、万の幾万倍、千の幾千倍の声が一つ

になり、賛美の一大コーラスとなって盛りあがる。」
6 

栄光の王国では、誘惑者も悪の危険もないので、罪

の復活が成長を脅かすことは決してありません。また、
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善悪を知る木も誘惑の機会を与えません。宇宙はサ

タンの反逆を目撃し、その結果を見ました。神の正義

が確立され、神の広大な統治がみな次のように宣言

します。「万民の王よ、あなたの道は正しく、かつ真実

であります。」（黙示録15:3） 

確かに、善と悪の戦いの記憶が一つだけが残るでしょ

う。地上の苦しみ、痛み、誘惑は終わったものの、神

の民はいつまでも自分たちの救いの代価について、は

っきりとした知的な理解をもっています。キリストはなお

もその体に贖いのしるしを帯びるのです。尽きることの

ない永遠の世紀を通じて、これらのしるしは神の計り

知れない愛と、わたしたちを救うためにイエスが払われ

た計り知れない犠牲を証言するのです。 

「諸世界の創造者、すべての運命の決定者が、人類

に対する愛から、ご自分の栄光を捨てて、ご自分を卑

しくされたことは、いつまでも宇宙の驚嘆と称賛の的と

なる。救われた諸国民が、贖い主を見て、そのみ顔に

天父の永遠の栄光が輝いているのをながめるとき、ま

た、永遠から永遠にいたるイエスのみ座をながめ、イエ

スのみ国には終わりがないことを知るとき、彼らはどっと

歓喜の歌声をあげて、『ほふられた小羊、ご自身の尊

い血によって、わたしたちを神に贖って下さったおかたは、

賛美を受けるにふさわしい、賛美を受けるにふさわし

い』と叫ぶのである。」7 

 

結論 

栄光の王国とその比類のない驚異を探索した後、深

い質問が生じます。この王国の喜びを楽しむ特権を

得るのはだれだろうか? その相続人はだれだろうか? 

神の啓示の光の中で、わたしたちは答えを見つけます

。恵みの王国を受け入れ、その中で生きる人々が、

栄光の王国の臣民となるのです。彼らは、この世、肉

、そして悪魔の逆境を克服する人々です。「勝利を

得る者は、これらのものを受け継ぐであろう。わたしは

彼の神となり、彼はわたしの子となる。」（黙示録

21:7） 

彼らは、イエス・キリスト、すなわち救い主であり、自分

の命の主であられるお方と個人的な交わりをもってい

ます。彼らは、救いの日にこのお方の恵みによって変え

られました。 

親愛なる兄弟、友人の皆さん、わたしたちはこの世界

の歴史の最後の時に生きています。間もなく、もうすぐ

に、わたしたちは栄光の王国の到来を目撃し、その永

遠の喜びを楽しむ特権を得るでしょう。ですから、わた

したちは「現在の機会を最大限に活用しなければなら

ない。天国に備えるためにわたしたちに与えられる恩

恵期間は他にない。これは、主がご自分の戒めに従

うすべての人のために用意しておられる将来の家にわ

たしたちをふさわしいものとする品性を形成する唯一に

して最後の機会である。」8  

わたしの心からの願いは、わたしたちが勝利者として

共に立つことです。わたしたちは救いを失う危険を冒

すことはできません。神がわたしたちを助け、祝福し、

あなたとわたしが天国のパラダイスに栄光の王国にあ

ずかることができるようにしてくださいますように。アーメ

ン！    

 

引用： 

1. 各時代の希望上巻286 

2. 各時代の希望上巻289 

3. 各時代の大争闘下巻424 

4. 信仰によってわたしは生きる185 

5. 各時代の大争闘下巻465 

6. 同上466, 467 

7. 同上434 

8. 終わりの時代の出来事236, 237 
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広めるべきメッセージ 

バーバラ・モンテローザ著 

 

 

欺きの世で、どれくらいの人が聞いたことだろう 

若いころからの神の福音を 

それは今日のために聖書に 

非常にはっきり記されている 

そのメッセージは今のために何より命にかかわる― 

現代の真理だ！ 

 

遠く広く丘や谷を越えて、教えられたとき 

心の中にはあまり旋律が鳴り響く 

長く闇のうちにいた魂が希望のうちに目覚める 

主からまっすぐにくるこのメッセージを見極める 

 

召しはわたしたちの魂のうちに深く、 

一人ひとりにやってくる 

今こそ、わたしたちは悔い改めるべき時だ 

罪と悪への誘惑を捨て去るために 

そして恵み深くも遣わされた救い主へ信頼するために 

 

わたしたちのためにとりなしておられるキリストを眺めて 

すべての人が熱烈に切望すべきお方を 

このお方の犠牲は、その血を通して力を発散する 

とこしえの岩：変化の影はない 

 

この世はまもなく終わる、悲しみをもって血を流す 

すべての人は痛々しくそこに不完全な何かをみとめる 

じっくりと考えるとき、信仰によってわたしたちはいかに

切望することだろう 

イエスとの交わり、そして天の祝福！ 

 

嵐と飢きんが蔓延する今ただなかで 

病気と戦争がこのような悲しみと痛みを伴うときに 

イエスに明け渡して、わたしたちの希望はなお 

繁茂しなければならない 

神の後の雨を通して断固として行動しよう 

 

この真理は理論ではない。それは霊であり、命である 

力を伴う、蓄えられた心に実を結ぶ 

すべてのことが語られ、なされるとき、 

わたしたちの救い主は来られる 

各自にこのお方は特別な報いを持ってこられる 

 

心にいだく真理が笑われ、あざけられるとき、 

あざける者や嘲笑する者はいまメッセージをはねつける 

しかし、彼らが見張っていないときに、 

恩恵期間は閉じる 

そしてイエス、王が栄光のうちに戻られる！ 

 

同様に、今こそわたしたちが自分の罪を悔い改める 

チャンスである 

今こそ野に出て行って伝えるチャンスである 

収穫は色づき、魂は刈り取りのために 

準備ができている 

働きは印されたわずかな者によって 

成し遂げられなければならない 

 

イエスをながめ、このお方につながりつつ 

わたしたちはあらゆる堕落と紛争に超越し、 

このお方の力のうちにある恵みによって、 

このお方のぶどう畑へ出て行く 

このお方の御名を信じ、 

このお方の命を生きる信仰を通して！ 

 


